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　鶴岡市が消滅可能性都市と指摘され
て10年になります。まちづくりは15
年、30年で成果が見えてくると言われ、
今が最後のチャンスという思いを持っ
て、ビジョンをまとめました。
　本ビジョンの策定に当たっては、「市
民ワークショップ」「民間事業者ヒア
リング」「アンケート調査」を行い、
幅広くご意見を頂きました。
　様々な意見、様々な立場があります
が、市民、事業者、行政が同じ方向を
向いて物事を考え、取り組むことが重
要であると考えています。

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
背
景

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
背
景

　

本
市
で
は
、
歴
史
的
な
景
観
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
緑
豊
か
な
鶴

岡
公
園
周
辺
に
、
公
共
施
設
を
中

心
と
す
る
都
市
機
能
の
集
積
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

問
合
せ　

本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
０
２

― 特 集 ―

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
（
第
１
期･

第
２
期
）
を

策
定
し
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
心
市
街
地
は
、
人

口
密
度
の
低
下
や
空
き
店
舗
・
空

き
家
の
増
加
な
ど
で
、
ま
ち
の
空

策定委員会委員長メッセージ

地
域
の
課
題
解
決
に
重
要
な
の
は
、

共
通
認
識
を
持
ち
、連
携
す
る
こ
と

中心市街地の区域
鶴岡駅～鶴岡公園周辺の約
150ha▲

効果検証の継続性を確保
するため、第２期中心市街
地活性化基本計画と同一▲

医療・福祉・子育て・商業
等の機能を、都市の中心拠
点や生活拠点に誘導し集約
する「都市機能誘導区域」

つるおか食文化市場
FOODEVER

まちづくりスタジオ
鶴岡Dada

荘銀タクト鶴岡

鶴岡市役所本所

荘内病院

鶴岡公園

鶴岡タウン
キャンパス

鶴岡商工会議所 会頭

上
う え の

野 雅
ま さ し

史 氏

洞
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
「
あ
り
た
い
ま
ち
の
将
来
の

姿
」
に
つ
い
て
、
認
識
を
共
有
し
、

中
心
市
街
地
の
課
題
解
決
に
連
携

し
て
取
り
組
む
よ
う
、
今
年
３
月

に
市
と
鶴
岡
商
工
会
議
所
が
共
同

で
、″
鶴
岡
市
中
心
市
街
地
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
〞
を
策
定
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
の
中
、
必
要
な
こ
と

　

６
市
町
村
が
合
併
し
た
平
成
17

年
10
月
に
約
14
万
２
、０
０
０
人

だ
っ
た
人
口
は
、
今
年
３
月
末
現

在
で
約
11
万
８
、０
０
０
人
に
減

少
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
、
対
策
と
合
わ
せ
て
次
世
代

に
引
き
継
げ
る
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
鍵
を
握
る
の
が
「
多
極

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
」。

中
心
市
街
地
、
そ
の
周
辺
の
生
活

拠
点
、
郊
外
や
各
地
域
の
地
域
拠

点
な
ど
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
形
成
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
地
域
公
共
交
通

等
で
結
ぶ
取
り
組
み
で
す
。

　

経
済
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

都
市
部
と
、
農
林
水
産
業
の
基
盤

と
も
な
っ
て
い
る
郊
外
部
は
、
相

互
に
支
え
合
っ
て
い
る
関
係
に
あ

り
ま
す
。
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

都
市
部
と
郊
外
部
が
と
も
に
暮
ら

し
や
す
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
を
元
気
に
す
る
意
義

　

城
下
町
の
礎
を
築
い
た
酒
井
家

入
部
以
降
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
も
、

中
心
市
街
地
は
広
大
な
市
域
の
中

核
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
一

定
の
人
口
密
度
を
保
ち
、
公
共
と

民
間
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
維
持
・

拡
充
で
き
れ
ば
、
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
と
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
い
う
好
循
環
も
期
待
で

き
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る

　

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
お
お
む
ね
15
年

後
の
中
心
市
街
地
の
姿
を
描
い
て

い
ま
す
。
歴
史
文
化
資
源
を
更
に

磨
き
、関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
を

基
に
、
第
３
期
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
効
果
的

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鶴岡駅

総合保健福祉センター
「にこ♥ふる」

3 広報つるおか　2024 . 6

キーワードは
「できる」

鶴岡市中心市街地将来ビジョン
はこちらからご覧になれます

できる　うみだす　あなたのまちなか
鶴岡市中心市街地将来ビジョンのキャッチフレーズ

あ
り
た
い
ま
ち
の
将
来
の
姿

必要なこと

▲ ▲ ▲  

食文化創造都市ならではの多彩な催しと、〝ひと中心〟の
魅力あふれる通り、広場、店舗を生み出す

①賑
わい「おいしい」「たのしい」ができるまち

②居
場所私のお気に入りの場所を見つけることができるまち

③観
光
城下の歴史や食を巡る「まち歩き」ができるまち

④居
住
広い空の下で安心・快適に暮らすことができるまち

⑤移
動
気軽におでかけできるまち

必要なこと

▲ ▲ ▲  

多様な目的で滞在でき、学び・探求・創造性と交流を育
む拠点を生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  

重層的な地域資源等を活用して一日中楽しめる観光エリ
アを生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  

良好な景観を維持し、災害に強く、多様なライフステー
ジに応じた居住環境を生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  

安全快適な歩行者・自転車空間や、便利な公共交通等に
よるアクセス環境を生み出す

今はできないことが多くても、これからで
・
き
・
る
・
ことを生み出し、まちづくりに自分事として

関わることがで
・
き
・
る
・
といった思いが込められています。これを合言葉に、「賑わい」「居場所」

「観光」「居住」「移動」の５つの観点から、〝ありたいまちの将来の姿〟を設定しました。

　昨年の３月にインバウンド関連事業
で起業し、同年５月から駅前に拠点を
構え活動をしています。観光に携わっ
ているので、交流人口を増やし中心市
街地のにぎわいにつなげたいと考えて
います。そのためにも、住んでいる人
たち自身が誇りに思えるまちであって
ほしいです。地域住民が幸せそうであ
れば、お客さんにも伝わり、良い交流
が深まっていくと思います。

INSIDE TSURUOKA代表
全国通訳案内士

岡
お か べ

部 浩
ひ ろ み

美 氏

住
ん
で
い
る
人
も
観
光
で
訪
れ
た

人
も
ハ
ッ
ピ
ー
と
思
え
る
ま
ち
に

インタビュー

市内循環バスは中心市街地を結びます

商店街が連携して夏祭りを実施 駅前に居場所を作るための社会実験
（高校生と庄内出身のゲストの交流）

Dada広場で行われた音楽イベント



2

　鶴岡市が消滅可能性都市と指摘され
て10年になります。まちづくりは15
年、30年で成果が見えてくると言われ、
今が最後のチャンスという思いを持っ
て、ビジョンをまとめました。
　本ビジョンの策定に当たっては、「市
民ワークショップ」「民間事業者ヒア
リング」「アンケート調査」を行い、
幅広くご意見を頂きました。
　様々な意見、様々な立場があります
が、市民、事業者、行政が同じ方向を
向いて物事を考え、取り組むことが重
要であると考えています。

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
背
景

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
背
景

　

本
市
で
は
、
歴
史
的
な
景
観
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
緑
豊
か
な
鶴

岡
公
園
周
辺
に
、
公
共
施
設
を
中

心
と
す
る
都
市
機
能
の
集
積
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

問
合
せ　

本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
０
２

― 特 集 ―

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
（
第
１
期･

第
２
期
）
を

策
定
し
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
心
市
街
地
は
、
人

口
密
度
の
低
下
や
空
き
店
舗
・
空

き
家
の
増
加
な
ど
で
、
ま
ち
の
空

策定委員会委員長メッセージ

地
域
の
課
題
解
決
に
重
要
な
の
は
、

共
通
認
識
を
持
ち
、連
携
す
る
こ
と

中心市街地の区域
鶴岡駅～鶴岡公園周辺の約
150ha▲

効果検証の継続性を確保
するため、第２期中心市街
地活性化基本計画と同一▲

医療・福祉・子育て・商業
等の機能を、都市の中心拠
点や生活拠点に誘導し集約
する「都市機能誘導区域」

つるおか食文化市場
FOODEVER

まちづくりスタジオ
鶴岡Dada

荘銀タクト鶴岡

鶴岡市役所本所

荘内病院

鶴岡公園

鶴岡タウン
キャンパス

鶴岡商工会議所 会頭

上
う え の

野 雅
ま さ し

史 氏

洞
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
「
あ
り
た
い
ま
ち
の
将
来
の

姿
」
に
つ
い
て
、
認
識
を
共
有
し
、

中
心
市
街
地
の
課
題
解
決
に
連
携

し
て
取
り
組
む
よ
う
、
今
年
３
月

に
市
と
鶴
岡
商
工
会
議
所
が
共
同

で
、″
鶴
岡
市
中
心
市
街
地
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
〞
を
策
定
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
の
中
、
必
要
な
こ
と

　

６
市
町
村
が
合
併
し
た
平
成
17

年
10
月
に
約
14
万
２
、０
０
０
人

だ
っ
た
人
口
は
、
今
年
３
月
末
現

在
で
約
11
万
８
、０
０
０
人
に
減

少
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
、
対
策
と
合
わ
せ
て
次
世
代

に
引
き
継
げ
る
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
鍵
を
握
る
の
が
「
多
極

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
」。

中
心
市
街
地
、
そ
の
周
辺
の
生
活

拠
点
、
郊
外
や
各
地
域
の
地
域
拠

点
な
ど
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
形
成
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
地
域
公
共
交
通

等
で
結
ぶ
取
り
組
み
で
す
。

　

経
済
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

都
市
部
と
、
農
林
水
産
業
の
基
盤

と
も
な
っ
て
い
る
郊
外
部
は
、
相

互
に
支
え
合
っ
て
い
る
関
係
に
あ

り
ま
す
。
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

都
市
部
と
郊
外
部
が
と
も
に
暮
ら

し
や
す
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
を
元
気
に
す
る
意
義

　

城
下
町
の
礎
を
築
い
た
酒
井
家

入
部
以
降
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
も
、

中
心
市
街
地
は
広
大
な
市
域
の
中

核
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
一

定
の
人
口
密
度
を
保
ち
、
公
共
と

民
間
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
維
持
・

拡
充
で
き
れ
ば
、
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
と
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
い
う
好
循
環
も
期
待
で

き
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る

　

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
お
お
む
ね
15
年

後
の
中
心
市
街
地
の
姿
を
描
い
て

い
ま
す
。
歴
史
文
化
資
源
を
更
に

磨
き
、関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
を

基
に
、
第
３
期
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
効
果
的

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鶴岡駅

総合保健福祉センター
「にこ♥ふる」

3 広報つるおか　2024 . 6

キーワードは
「できる」

鶴岡市中心市街地将来ビジョン
はこちらからご覧になれます

できる　うみだす　あなたのまちなか
鶴岡市中心市街地将来ビジョンのキャッチフレーズ

あ
り
た
い
ま
ち
の
将
来
の
姿

必要なこと

▲ ▲ ▲  

食文化創造都市ならではの多彩な催しと、〝ひと中心〟の
魅力あふれる通り、広場、店舗を生み出す

①賑
わい「おいしい」「たのしい」ができるまち

②居
場所私のお気に入りの場所を見つけることができるまち

③観
光
城下の歴史や食を巡る「まち歩き」ができるまち

④居
住
広い空の下で安心・快適に暮らすことができるまち

⑤移
動
気軽におでかけできるまち

必要なこと

▲ ▲ ▲  

多様な目的で滞在でき、学び・探求・創造性と交流を育
む拠点を生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  

重層的な地域資源等を活用して一日中楽しめる観光エリ
アを生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  
良好な景観を維持し、災害に強く、多様なライフステー
ジに応じた居住環境を生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  

安全快適な歩行者・自転車空間や、便利な公共交通等に
よるアクセス環境を生み出す

今はできないことが多くても、これからで
・
き
・
る
・
ことを生み出し、まちづくりに自分事として

関わることがで
・
き
・
る
・
といった思いが込められています。これを合言葉に、「賑わい」「居場所」

「観光」「居住」「移動」の５つの観点から、〝ありたいまちの将来の姿〟を設定しました。

　昨年の３月にインバウンド関連事業
で起業し、同年５月から駅前に拠点を
構え活動をしています。観光に携わっ
ているので、交流人口を増やし中心市
街地のにぎわいにつなげたいと考えて
います。そのためにも、住んでいる人
たち自身が誇りに思えるまちであって
ほしいです。地域住民が幸せそうであ
れば、お客さんにも伝わり、良い交流
が深まっていくと思います。

INSIDE TSURUOKA代表
全国通訳案内士

岡
お か べ

部 浩
ひ ろ み

美 氏

住
ん
で
い
る
人
も
観
光
で
訪
れ
た

人
も
ハ
ッ
ピ
ー
と
思
え
る
ま
ち
に

インタビュー

市内循環バスは中心市街地を結びます

商店街が連携して夏祭りを実施 駅前に居場所を作るための社会実験
（高校生と庄内出身のゲストの交流）

Dada広場で行われた音楽イベント



4■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

令和５年度情報公開・個人情報保護の開示状況
■■問本所公文書管理室☎25‐2111内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（　）内は対象の公文書数

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 75 46（582） 54（4,747） 14（‐） 0

内訳

①市長部局…41
②教育委員会…25
③選挙管理委員会…1
④荘内病院…2
⑤消防…3
⑥議会…3

①24（285）
②20（295）

‐
‐

⑤ 1（1）
⑥ 1（1）

①29（2,443）
②19（2,286）
③ 1（2）
④ 1（1）
⑤ 2（9）
⑥ 2（6）

① 6（‐）
② 7（‐）

‐
④ 1（‐）

‐
‐

0

【個人情報保護】

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 0 ‐ ‐ ‐ ０

　令和５年度の情報公開
及び個人情報の開示状況
をお知らせします。
　監査委員、農業委員会、
固定資産評価審査委員会
は請求件数が０件のため
掲載していません。
　１つの開示請求に対し
複数の決定が行われる場
合があるため、請求の件
数と決定等の件数は一致
しません。

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■■問本所総務課☎35‐1117

■■日７月20日○土 午前10時（１時間30分程度）
■■場鶴岡アートフォーラム
■■対    市内在住の方最大30人
　（申込み多数の場合抽せん）
■■テーマ　子育てしやすいまちとは
■■申��６月28日○金 まで市ラインまたは同課へ　　
■■他  託児あり（要申込み）。公開で開催、ユーチュ

ーブでのライブ配信もあり

テーマに沿った内容で、市長と意見交換を行います 

市長との対話集会に参加してみませんか

　市民の皆さんがより市政を身近に感じられる
よう、「市長との対話集会」をリニューアルし
ます。
　毎回テーマを決め、設定したテーマで意見交
換を行います。皆さんが日頃感じている鶴岡市
の現状や課題、市と連携・協働したいことなど
お聞かせください。

ラインでの
申込みは
こちら

開かれた市政を 

令和５年度審議会等公開及び意見公募の実績
■■問本所公文書管理室☎25‐2111内線314

　市では、市政への市民参画や市政の透明化を目指し、審議会等の公開や市が作成した計画等に対する意見
公募（パブリック・コメント）を行っています。令和５年度の実績をお知らせします。

【審議会等公開】 【意見公募】

担当 公募件数 寄せられた意見の数
市長部局 8 109

教育委員会 4 175
荘内病院 2 7
合計 14 291

担当 審議会等の回数 内、公開された回数
市長部局 69 61

教育委員会 11 11
荘内病院 3 3
合計 83 75
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７月１日に子育て推進課が「にこ♥ふる」に移転します
■■問本所子育て推進課☎26‐0176

　７月１日から、全ての妊産婦や子供に係る相談、支援、
手続きの一本化を図るため、本所子育て推進課が総合保
健福祉センター「にこ♥ふる」２階に移転します。なお、
電話番号、開庁日時は現在と変わりありません。
　併せて、健康課（にこ♥ふる）で行っていた妊娠届や
母子健康手帳交付等は２階こども家庭センターが窓口と
なります。
　また、以下の手続きは、これまでと同じ窓口です。
■乳幼児健診・健康相談、定期予防接種…健康課
■子育て支援医療…本所国保年金課
※詳しくは市HPをご確認ください。

つるおか住宅活性化ネットワーク 鶴岡産材普及促進事業 

鶴岡産木材を使用した『つるおか住宅』の新築に補助します
■■申本所建築課内「つるおか住宅活性化ネットワーク」事務局☎35‐1428

　鶴岡産の木材を使い、市内の設計・建築業者が建てる「つるおか住宅」を新築し、自ら居住する世帯に補助しま
す。要件がいくつかありますので、HPをご覧いただくか、お問い合わせください。

■補助額
　�基本補助額…15万円　
　資材価格高騰対策加算額…５万円（先着15件）　
　�移住・新婚・子育て世帯加算額…５万円（先着８件）
※�移住世帯：令和２年４月１日以降に市内に転入し
た、または実績報告書提出までに転入する世帯。

　※�新婚世帯：令和２年４月１日以降に婚姻した、ま

たは実績報告書提出までに婚姻する世帯。
　※子育て世帯：平成18年４月２日以降に生まれた
　　子供がいる世帯。
■募集期間　10月25日○金まで
※�予算の範囲内で行うため、募集期間中に
　終了する場合があります。

住民税非課税世帯等の世帯主に給付します

物価高騰対策支援給付金
■■問同給付金担当窓口☎33‐8162

　■■事業担当　本所福祉課

■■対象　次の①～③の全てに該当し、令和５年度に同給付　
　金を受給していない世帯
　①令和６年６月３日時点で本市に住民登録がある
　② 令和６年度分住民税が非課税または均等割のみ課税
　③ 住民税所得割が課税されている親族等に世帯全員が扶

養されていない
■■支給額　
　非課税世帯、均等割のみ課税世帯…10万円　
　※該当世帯の18歳以下の子供１人当たり５万円を加算。
■■支給方法
　 対象と思われる世帯に６月下旬に申請書を発送します。

対象世帯でも申請書が届かなかった世帯は、市HPから
ダウンロードまたは同給付金担当窓口にご連絡ください
■■申請期限
　10月31日○木 まで

広報「つるおか」の表紙 

全国広報コンクールで「入選」！

　　　　　　　　　　　　　自治体広報の甲子園
　　　　　　　　　　　　とも言われる、日本広
　　　　　　　　　　　　報協会主催の「令和６
　　　　　　　　　　　　年全国広報コンクール」
　　　　　　　　　　　　で、広報「つるおか」
　　　　　　　　　　　　令和５年６月号の表紙
　　　　　　　　　　　　が「広報写真の部　（一
　　　　　　　　　　　　枚写真部）」で入選し
　　　　　　　　　　　　ました。
　　　　　　　　　　　　　逆光と水面の映り込
みの反射を利用して構図をうまく調整している点
や、撮影前からリラックスした雰囲気作りをし、
自然なポーズを捉えた点などが評価されました。
　今後も親しみやすく分
かりやすい、広報「つる
おか」をお届けします。

■■問本所総務課☎35‐1117

カラー版
はこちら

・子育て推進課
・こども家庭
センター

こども家庭
センター

なかよしひろば

総合検診ホール

相
談
室

相
談
室

相
談
室

鶴岡市
障害者相談支援センター幼児

ルーム

社会福祉協議会
生活支援課

［にこ♥ふる２階フロアマップ］
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会 

公
募
委
員
募
集

　

一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
再
利
用
の
促
進

等
に
つ
い
て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
８
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
の
事
業
所
等
に

勤
務
し
、
そ
の
事
業
所
の
代
表
と
し
て
会
議

に
出
席
で
き
る
（
事
業
主
を
含
む
）　

③
平

日
の
日
中
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る　

■■申
７
月
１
日
○月
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐

２
８
４
８
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■■他
市

HP
福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児
療
育

支
援
活
動
に
助
成
し
ま
す

■■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人　

■■内
①
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
福
祉
関
係
者
の
研

修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
福
祉

意
識
の
高
揚
・
啓
発　

②
心
身
障
害
児
療
育

支
援
助
成
金
…
障
害
児
の
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
、
療
育
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
研
修　

■■
助
成
額

市
政

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内　

■■申
６
月
28
日

○金
ま
で　

①
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

35
‐
１
２
５
１
へ　

②
本
所
福
祉
課
☎
35
‐

１
２
７
３
へ

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■■日
６
月
１
日
○土
～
９
月
30
日
○月
の
開
院
日

■■場
市
内
医
療
機
関　

■■対
昭
和
30
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
３
１　

■■他
医
療
機
関
に
予
約
な

ど
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

出
産
後
で
も
申
請
で
き
ま
す 

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者　

②
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降　

③
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産

（
死
産
・
流
産
・
早
産
を
含
む
）　

■■
届
出　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら　

■■問
鶴
岡
年

金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年

金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他
HP

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証

更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
要
件
、
所
得
要
件
の
確
認
を
行
い
、

対
象
と
な
る
場
合
は
６
月
28
日
○金
ま
で
に
医

療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
該
当
し
て
い
な
か
っ
た
方
な

健
康
・
福
祉
・
年
金

ど
、
新
た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
保
険
証
、
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
等
、

窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身○
・
子○
・
親○
）

を
お
持
ち
の
方
へ

▼
医
療
費
の
払
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す　

県

外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療

機
関
窓
口
で
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
よ
り
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■■持
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、

通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険
で
扶
養

し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）、
窓
口
に
来
る

方
の
本
人
確
認
書
類

▼
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す　

福
祉
医
療
証
は
、
保
険
証
と

一
緒
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

■■持
新
し
い
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、
窓

口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書
類

▼
限
度
額
適
用
認
定
証　

入
院
な
ど
で
医
療

費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

険
者
に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
行
い
、

医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
に

よ
り
、
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■■申
各
医
療
保
険
者
（
市
〈
国
民
健
康
保
険
〉、

各
健
康
保
険
組
合
等
）

▼
高
額
療
養
費
代
理
請
求
・
返
還
に
ご
協
力

■■問本所子育て推進課☎26‐0173

■■日７月31日○水 、８月１日○木 ・７日○水 ・８日○木 （全４回）
■■場にこ♥ふる
■■対    市内在住の小学５年生～高校３年生10人（応募多数の場合は抽せん）
■■申��６月28日○金 まで申込みフォームで　　

テーマは「こども達が気軽に集うことができる、理想の居場所を考えよう」

令和６年度こども会議の委員を募集します

　市では、子供や若者の視点に立ったまちづくりを目指すため、直接子供から意見を聞く「こども会議」を実施
します。テーマに沿って、遊び場や図書館などの在り方について、考えや意見を聞きます。

開催時間等
詳しくは市HP
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#76

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
り
、
休

み
明
け
を
待
っ
て
い
た
市
民
の
皆
様
が
早

朝
か
ら
市
役
所
を
訪
れ
る
。
赤
い
ツ
ツ
ジ

が
咲
く
中
、
致
道
館
と
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

を
背
景
に
、
足
早
に
通
勤
す
る
職
員
の
皆

さ
ん
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
季
節
の
変
化
を

感
じ
て
仕
事
に
入
る
。

　

竹
と
杉
の
林
に
入
り
、
息
を
切
ら
し
な

が
ら
孟も

う
そ
う宗
を
掘
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
。
久
し
ぶ
り
に
仕
事
を
離
れ
て
自
分
の

時
間
を
過
ご
し
た
。

　

早
朝
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
南
陽
市

で
の
山
火
事
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
た
。
心
配
に
な
っ
て
本
市
の
消
防
へ
の

応
援
要
請
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
本
県
の
「
も
が

み
」、
宮
城
県
の
「
み
や
ぎ
」
は
出
動
し

て
い
る
が
、
地
上
部
隊
へ
の
要
請
は
入
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
、
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
だ
。
今
年
は
、
令
和
元
年
6
月
の

山
形
県
沖
地
震
か
ら
5
年
、
昭
和
39
年
6

月
の
新
潟
地
震
か
ら
は
60
年
を
迎
え
る
。

地
震
、
津
波
、
豪
雨
、
山
火
事
、
元
旦
で

あ
ろ
う
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
あ
ろ

う
が
、
災
害
は
人
間
の
暦
と
は
無
関
係
に
、

あ
る
日
突
然
、
美
し
い
自
然
を
一
変
さ
せ

る
。

　

山
形
県
に
お
け
る
観
測
史
上
最
大
、
震

度
６
弱
の
揺
れ
を
記
録
し
た
山
形
県
沖
地

震
。
沿
岸
部
を
中
心
に
瓦
屋
根
の
家
屋
な

ど
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
際
、

い
ち
早
く
支
援
に
入
っ
て
く
れ
た
の
は
、

遠
く
離
れ
た
熊
本
市
役
所
の
皆
さ
ん
だ
っ

た
。
復
旧
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
乏
し
く
、

罹
災
証
明
書
を
発
行
す
る
体
制
も
十
分
で

な
か
っ
た
本
市
に
と
っ
て
、
熊
本
地
震
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
熊

本
市
の
経
験
、
応
援
は
心
強
か
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
5
年
。
6
月
29
日
に
は
、
熊

本
市
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
防
災
講
演

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
熊
本

と
い
え
ば
、
本
市
櫛
引
地
域
の
丸
岡
地
区

と
の
間
で
、
加
藤
清
正
公
、
忠
廣
公
と
の

深
い
縁
が
あ
る
。
歴
史
、
そ
し
て
災
害
支

援
の
つ
な
が
り
で
、
更
に
交
流
を
深
め
て

い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

連
休
中
、
思
い
切
っ
て
横
手
市
の
増
田

地
区
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
。
そ
の
増
田
地

区
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
散
策

し
て
い
る
と
き
、
す
ぐ
そ
ば
に
月
山
神
社

が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
偶
然
訪
れ
た

場
所
に
出
羽
三
山
の
信
仰
が
及
ん
で
い
る

こ
と
に
誇
り
を
感
じ
な
が
ら
参
拝
し
た
。

　

時
に
は
仕
事
を
離
れ
る
と
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
。
鶴
岡
市
の
若
手
職
員
が
政
策

提
案
を
行
う
Ｗ
Ｂ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今

年
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ふ
だ
ん
の
仕
事
を

離
れ
て
、
様
々
な
部
署
に
所
属
す
る
職
員

有
志
が
、
知
恵
を
出
し
合
う
。
昨
年
度
の

提
案
で
は
、
伴
走
型
出
産
・
育
児
相
談
支

援
の
一
環
と
し
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
絵

本
を
送
る
事
業
、
鶴
岡
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
に
こ
♥

ふ
る
」
内
に
中
高
生

の
放
課
後
の
居
場
所
と
な
る
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
を
整
備
す
る
事
業
が
具
体
化
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
今
年
度
の
当
初
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
若
者
・
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
街
へ
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

た
若
手
職
員
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

く
だ
さ
い　

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
方

に
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険

者
か
ら
被
保
険
者
に
高
額
療
養
費
が
支
給
さ

れ
た
場
合
は
、
福
祉
医
療
負
担
分
の
返
還
が

必
要
で
す
。

▼
共
通　　

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２

９
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類 

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯　

②
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難　

③
要
支
援
も
し
く
は
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る　

■■内
市
が
委
託
し
た

業
者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・

マ
ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
（
１

人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま
で
）

■■
自
己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用
の
１
割

相
当　

■■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の
設
置

　

高
齢
者
等
の
世
帯
に
、
通
報
や
双
方
向
の

会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を
設
置
し
、
生
活

・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や
、
安
否
確
認
、

緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

■■対
一
人
暮
ら
し
の
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
居

の
家
族
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯　

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
要
支
援

も
し
く
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る
方
、
突
発

的
に
生
命
に
危
険
な
症
状
が
発
生
す
る
持
病

を
持
っ
て
い
る
方　

②
障
害
者
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
所
持
す
る
方
、
突

発
的
に
生
命
に
危
険
な
症
状
が
発
生
す
る
持

病
を
持
っ
て
い
る
方　

■■申
高
齢
者
…
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

障
害
の
あ
る
方
…
本
所

福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

完
全
予
約
制　

 

耳
や
手
足
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■■日
７
月
３
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
18
歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の

み
）、
ま
た
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で

程
度
を
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交
付
を

希
望
す
る
方
等（
現
在
治
療
中
の
方
を
除
く
）　

■■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体
（
手
帳
を
お
持

ち
の
方
）
各
６
人　

■■持
健
康
保
険
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■■申
６
月

27
日
○木
～
７
月
１
日
○月
正
午
に
本
所
福
祉
課

☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
FAX
25
‐
９
５
０
０

ヘ
あ
な
た
の
ま
ち
や
職
場
に
出
張
し
ま
す　

 

介
護
保
険
出
前
教
室

　

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
適
切
に
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
本
人
も
家

族
も
で
き
る
だ
け
安
心
し
て
前
向
き
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
介
護
保
険
の
知
っ
て
お
き
た
い

情
報
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

■■対
地
域
住
民
、
各
種
団
体
、
職
域
な
ど
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ　

■■内
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、

利
用
方
法
、
利
用
料
と
保
険
料
な
ど
（
30
分

～
１
時
間
30
分
）　

■■申
開
催
希
望
日
の
１
か

月
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35

‐
１
２
８
９
へ　

■■他
市
HP

　
支
給
日
は
６
月
14
日
○金
で
す 

６
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
６
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
２
月
～
５
月
分
で
す
。

■■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
26
‐
０
１
７
６
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
10
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民
税 

納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　　

６
月
10
日
○月
に
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
市
・
県

民
税
は
昨
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、

今
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方　

■■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
９　

■■他
市
HP
・
ラ
イ
ン

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す　

納
付
書
払
い
か
ら
口

座
振
替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納

付
書
払
い
の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
、
一
部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

で
納
付
で
き
ま
す
。
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

の
方
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
払

い
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
６
年
度
市
・
県
民
税
か
ら

の
定
額
減
税
に
つ
い
て

▼
普
通
徴
収
の
方　

定
額
減
税
の
対
象
者
は
、

定
額
減
税
前
の
税
額
を
基
に
算
出
し
た
、
第

１
期
分
の
税
額
か
ら
減
税
し
ま
す
。
第
１
期

分
か
ら
減
税
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
第
２
期

分
以
降
の
税
額
か
ら
順
次
減
税
し
ま
す
。

▼
年
金
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方　

定
額
減
税
の
対
象
者
は
、
定
額
減
税
前
の
税

額
を
基
に
算
出
し
た
令
和
６
年
10
月
分
の
特

別
徴
収
税
額
か
ら
減
税
し
、
減
税
し
き
れ
な

い
場
合
は
12
月
分
以
降
の
税
額
か
ら
順
次
減

税
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
に
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
が
始
ま
る
方
な
ど
は
、
右
記
に
よ

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
共
通　

■■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐

１
１
６
３　

■■他
市
HP

事
業
系
ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー 

シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

　

会
社
や
商
店
、
飲
食
店
、
医
院
、
農
林
漁

業
な
ど
の
事
業
活
動
で
生
じ
た
ご
み
は
、
次

の
区
分
ご
と
に
、
事
業
者
自
ら
の
責
任
で
適

正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
事
業
系
一
般
廃
棄
物　

紙
く
ず
や
せ
ん
定

枝
、
生
ご
み
な
ど
は
、
市
の
ご
み
焼
却
施
設

に
直
接
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業

許
可
業
者
（
２
次
元
コ
ー
ド
参
照
）
に
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
（
ど
ち
ら
も
有
料
）。

ご
み
焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
場
合
は
、
中
身

が
確
認
で
き
る
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
産
業
廃
棄
物　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
金

属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
な
ど
は
、
産
業
廃
棄

物
処
理
業
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
（
有
料
）。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４

８
注
射
器
・
注
射
針
は
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

　

在
宅
医
療
で
使
用
し
た
注
射
器
・
注
射
針

は
、
ご
み
の
収
集
や
選
別
を
行
う
作
業
員
の

手
に
刺
さ
る
な
ど
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
性
が
あ
る
医
療
系
の
ご
み

は
市
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
提
供
を
受
け

た
医
療
機
関
・
薬
局
等
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

農
薬
の
適
正
使
用
に
努
め
ま
し

ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
使
用
基
準
の

確
認
や
適
正
な
保
管
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

風
向
き
に
注
意
し
、
周
辺
ほ
場
・
住
宅
地
等

へ
の
飛
散
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
、

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
よ
る
保
守
点

検
や
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
に
よ
る
清
掃
の

ほ
か
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質

保
全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）

に
よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
環
境
を
守

る
た
め
必
ず
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
30
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…

鶴
岡
地
域
【
大
戸
川
（
大
荒
～
火
打
崎
橋
）、

矢
引
川
（
矢
引
～
大
荒
）】　

▼
７
月
７
日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地
域
【
田
沢
川
、

角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、
山
谷
川
、
馬

渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時
…
鶴
岡
地
域

【
大
山
川
（
石
山
橋
～
新
橋
）（
坂
野
下
～
新

橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
～
大
山
川
合
流

点
）、砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、三
瀬
川
（
水

無
～
三
瀬
川
河
口
）、降
矢
川
（
三
瀬
地
内
）】、

藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒
地
域
【
藤
島

川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒
川
】、
朝
日

地
域
【
赤
川
、上
田
沢
川
、青
竜
川
、倉
沢
川
、

戸
沢
川
等
】　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴
岡

子
育
て
・
教
育

税
・
生
活
・
そ
の
他
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材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の

分
別
解
体
及
び
再
資
源
化
を
適
正
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１

４
２
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
で

閲
覧
で
き
、
県
HP
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

７
月
５
日
○金
午
後
２
時
に
津
波

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
津
波
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
災
害
と

間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
送
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

６
月
は
環
境
月
間 

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

環
境
問
題
は
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

を
設
置
す
る
、
き
ち
ん
と
ご
み
の
分
別
を
す

る
、
で
き
る
だ
け
宅
配
便
を
１
回
で
受
け
取

る
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
で
も

み
ん
な
で
取
り
組
む
と
大
き
な
結
果
に
つ
な

が
り
ま
す
。
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
一
緒

に
始
め
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
環
境
課
☎
26
‐
０
１
３
９

た
い
せ
つ
に  

み
ず
は
み
ん
な
の  

た
か
ら
も
の 

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
で
は
、
本
市
と
三
川
町

に
１
日
平
均
４
万
３
、
７
５
６
㎥
の
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水

道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
た

ち
の
生
活
や
産
業
活
動
に
不
可
欠
な
水
道
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

次
世
代
へ 

つ
な
ご
う
無
事
故
と 

青
い
地
球（
ほ
し
） 

６
月
２
日
～
８
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
事

業
所
等
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確

保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
は
、
自
主
保

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

地
域
【
内
川
左
岸
（
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池

橋
～
内
川
橋
）、
内
川
右
岸
（
割
目
橋
～
坂

本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
～
三
次
郎
橋
）、
降

矢
川
（
中
山
地
内
）、
藤
倉
川
（
中
山
地
内
）、

大
戸
川
（
大
広
～
大
荒
）】、
温
海
地
域
【
五

十
川
、温
海
川
、庄
内
小
国
川
、鼠
ヶ
関
川
等
】　

■■問
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１
４
０
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

■■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
７
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時
～

７
時
…
三
瀬
海
岸　

▽
午
前
６
時
30
分
～
８

時
30
分
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
14
日
○日　

▽

午
前
６
時
～
７
時
…
小
波
渡
海
岸　

■■問
海
岸

地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
の
対
策
を 

し
ま
し
ょ
う

▽
小
さ
な
水
た
ま
り
を
好
ん
で
卵
を
産
み
付

け
る
の
で
、
容
器
類
や
古
タ
イ
ヤ
、
植
木
鉢

の
受
け
皿
、
放
置
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
等
に
雨

水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
、
水
の
除
去
・
清
掃

を
す
る　

▽
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
草

を
刈
る
な
ど
、
蚊
が
潜
む
場
所
を
な
く
す

▽
屋
外
で
の
作
業
時
は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン

を
着
用
し
、
防
虫
用
品
を
使
用
す
る
な
ど
蚊

に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

■■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
６

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     　

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　　

市
で
は
６
月
中
旬
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
建

築
物
等
を
解
体
す
る
と
き
は
届
出
を
し
、
木

安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
各

家
庭
で
灯
油
等
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
流
出

さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

だ
れ
も
が
ど
れ
も
選
べ
る
社
会
に 

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る″
男
女
共

同
参
画
社
会
〟
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

■■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４

日
本
赤
十
字
社
鶴
岡
市
地
区 

か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
６
月
・
７
月
は
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向
け

て
活
動
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
決
算
・
活
動
報
告　

▽
会
費
収
納
会
計　

■■
会
費
合
計　

２
、
１

２
６
万
８
、
０
５
０
円　

■■
会
員
数　

個
人

…
２
万
８
、
０
８
５
人　

法
人
…
５
０
０
件　

▽
義
援
金
収
納
合
計　

■■
義
援
金
合
計　

１
、

１
４
５
万
３
、
０
４
２
円　

　

多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。
国
内
外
で
の
災
害
対

応
、
復
興
支
援
、
防
災
活
動
な
ど
に
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２
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デ
ザ
イ
ン
で

人
と
人
と
を
つ
な
げ
た
い

大瀧香奈子
scene12

Kanako Otaki
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ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
大
瀧

　
　
　

香
奈
子
さ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ

シ
や
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
デ
ザ

イ
ン
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
、

勤
め
て
い
た
市
内
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
か
ら

独
立
し
、
現
在
は
個
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

 

「
前
の
職
場
で
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
だ
け
で

な
く
、
制
作
物
全
体
の
総
括
責
任
者
も
担

わ
せ
て
も
ら
え
た
経
験
が
、
大
き
な
自
信

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
回
り
良
く
、

お
客
様
と
一
緒
に
並
走
し
て
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
良
い
な
、
と
も
思

っ
て
い
た
の
で
、
模
索
し
た
結
果
、
独
立

す
る
こ
と
に
決
め
た
ん
で
す
」。

　

大
瀧
さ
ん
は
も
と
も
と
、
写
真
撮
影
や

絵
を
書
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
何
か
面
白
そ
う
な
こ
と
を
や
り
た
い
」

「
デ
ザ
イ
ン
っ
て
ど
う
い
う
感
じ
か
な
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
東
京
に
あ
る
デ
ザ
イ

ン
専
門
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。

 

「
２
年
間
専
門
学
校
で
学
ん
だ
後
、
鶴
岡

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
地
元
に
戻
ろ
う
と

決
め
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
暮
ら
す

と
な
る
と
地
元
が
性
に
合
う
な
と
感
じ
て

は
い
た
ん
で
す
。
市
内
の
デ
ザ
イ
ン
会
社

に
就
職
が
決
ま
っ
た
こ
と
も
、
自
分
を
導

い
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

大
瀧
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
際

に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
お
客
様
と
じ

っ
く
り
対
話
を
す
る
こ
と
。
お
客
様
の
思

い
を
大
切
に
し
た
い
の
と
、
対
話
の
中
か

ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
に
転

換
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
た
め
で
す
。

 

「
デ
ザ
イ
ン
は
、
よ
く
〝
セ
ン
ス
が
大
事
〞

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
元
か
ら
何
か
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
日
々
の
勉
強
と

様
々
な
経
験
が
発
想
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
自
然
や
ほ
か
の
ア
ー
ト
作
品
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」。

　

こ
れ
ま
で
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
で
苦
戦
し

た
こ
と
が
あ
る
か
尋
ね
る
と 

「
毎
回
悩
ん

で
い
ま
す
ね
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
ご
と
に
答
え

が
違
い
ま
す
し
、
お
客
様
に
と
っ
て
は
、

自
分
の
答
え
が
唯
一
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
る

の
で
、
こ
れ
で
良
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
つ

も
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。」
と
話
す
大

瀧
さ
ん
。
そ
の
上
で
今
後
の
目
標
に
つ
い

て
も
語
り
ま
す
。

 

「
デ
ザ
イ
ン
の
役
割
は
人
と
人
と
を
つ
な

げ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
、
中

小
企
業
や
個
人
事
業
主
の
方
と
仕
事
を
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
事
業
者
の
課

題
は
地
域
課
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
事
業
者
さ
ん
を

応
援
す
る
こ
と
で
、
元
気
で
魅
力
的
な
地

域
に
す
る
手
助
け
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
カ
メ
ラ
マ
ン
や
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
方
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な

が
っ
て
、
様
々
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
れ
で
、
庄
内
の
デ
ザ
イ
ン
や
生

み
出
さ
れ
る
も
の
を
も
っ
と
魅
力
の
あ
る

も
の
に
し
た
い
で
す
ね
」。

　

こ
れ
か
ら
も
生
み
出
さ
れ
続
け
る
大
瀧

さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

大瀧香奈子 （おおたき・かなこ）さん（41）
鶴岡市櫛引地域出身。鶴岡北高校卒業後、東京デ
ザイン専門学校へ進学。卒業後は鶴岡市内のデザ
イン会社に就職。昨年５月に独立し、FUNE（デ
ザイン室フネ）を起業。市内で走行している観光
タクシーのデザインも手掛けた。休日は外で過ご
すことが多く、登山やヨガ、夏はSUP（サップ）、
冬はスノーボードなど庄内を満喫している。

▲ 大瀧さんがデザインしたチラシや冊子

▲ 自身の商品をPRしたい方向けに
昨年開催した「伝えるデザイン相
談会」の様子

▲ 湯殿山でのスノーハイク。一眼レ
フカメラも必ず持っていきます

 
グ
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本物の魚で作った標本に、江戸前寿司の屋台。日本の
豊かな食材や和食の成り立ちを紹介する展示が、会場
いっぱいに広がります。初日は、同展監修者の佐藤洋
一郎氏等が会場を巡りながらトーク。全国各地の食文

化の違いなど興味深い話に、訪れた多くの人が聞き
入っていました。４月29日には関連講座として「親子
でＭＹ箸づくり」が開催。参加者は、地元産の杉をか
んなで削るなどして、自分好みの箸を作っていました。

特別展「和食」が鶴岡アートフォーラムで開催中！鶴岡｜４.20～６.16

致道博物館　こどもの日ワークショップ

甲
かっちゅう

冑試着体験では、江戸時代初期に使われていた本
物の甲冑を試着。約10㎏の具足を全身にまといなが
ら堂々とポーズを決め、家族と一緒に記念撮影をして

いました。特大折り紙でのカブト作りでは、絵柄の入
った紙を協力しながら折ったり広げたり。出来上がる
とさっそくかぶり、武将になりきっていました。

鶴岡｜５.４・５

13 広報つるおか　2024 . 6

健康教室　温泉太極拳

呼吸に集中してゆったりとした動きで全身を鍛えな
がら、ストレス軽減も目指す太極拳。参加者は音楽に
合わせ、リラックスしながら心と身体を整えました。

鼠ヶ関　厳島神社例祭（神輿流し）

白装束の若者が、みこしを担いで集落を練り歩いた
後に、鼠ヶ関川に入る伝統行事。太鼓や笛に合わせ
てみこしに水を掛け、豊漁豊穣

じょう

を祈願しました。

温海｜４.15

かたくり温泉ぼんぼがリフレッシュオープン！

約１年半ぶりに本格営業を再開し、待ちわびた多く
の人が来館。広々とした温泉に漬かり体を癒しなが
ら、ゆっくりとした時間を過ごしていました。

朝日｜4.27

藤島歴史公園「Hisu花」藤棚のライトアップ

夜空を覆うように満開になった藤の花。ほのかに甘
い香りが会場を包む中、来場者は暗闇に浮かぶ淡い
紫色の花に見入り、写真にも収めていました。

藤島｜５.３～20

シンポジウム「日本の聖地巡礼とコミュニティー」　

からだ・こころ・じぶんをテーマに、思想家や哲学者、
僧侶、山伏が対談。体とは？心とは？という本質を
問う議論を、参加者も考えながら聴いていました。

羽黒｜5.11

道の駅「あつみ」しゃりん　山菜まつり

タラの芽やワラビ、山ウドなど、地元生産者が栽培
した新鮮な山菜類がずらり。春の味覚を買い求めよ
うと、県内外からの来場者でにぎわいました。

温海｜4.20

櫛引｜4.21
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大
山
犬
祭
り

■■日
６
月
5
日
○水　

■■時
・
■■内
午
前
11
時
30
分

…
行
列
（
羽
前
大
山
駅
出
発
）　

午
後
４

時
…
神み
こ
し輿
階
段
駆
け
上
が
り（
椙
尾
神
社
）　

■■問
同
祭
り
実
行
委
員
会
☎
33
‐
３
２
１
３　

■■他
お
う
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
に
よ
る
解
説
案
内
あ
り
（
■■時
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申

大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１

３
）

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

特
別
展「
和
食
〜
日
本
の
自
然
、人
々
の
知
恵
〜
」

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

▼
と
ち
も
ち
づ
く
り
体
験　

■■日
６
月
８
日

○土
・
15
日
○土
午
前
11
時
、
午
後
１
時　

■■費

５
０
０
円　

■■問
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推

進
協
議
会
☎
35
‐
１
１
８
５

▼
し
ょ
う
ゆ
の
実
づ
く
り　

■■日
６
月
９
日

○日
午
前
10
時
・
13
日
○木
午
後
３
時
・
16
日

○日
午
前
10
時
・
11
時　

■■定
各
回
15
人　

■■費

１
、
０
０
０
円　

■■申
各
日
５
日
前
ま
で
２

次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
鶴
岡
ツ

ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
☎
26
‐
１
２
１
８

▼
鶴
岡
食
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
伝
え
る
！

鶴
岡
の
食
の
魅
力　

■■日
①
６
月
９
日
○日
午

前
11
時　

②
16
日
○日
午
後
２
時　

■■内
講
座

と
試
食
提
供
（
①
鶴
岡
食
材
を
使
っ
た
ち

ゃ
ん
こ
鍋
…
遠
藤
亮
氏
〈
鶴
岡
協
立
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
〉　

②
雪
若
丸
の

チ
ャ
ー
ハ
ン
…
宮
崎
幸
也
氏
〈
東
京
第
一

ホ
テ
ル
鶴
岡
〉）　

■■問
鶴
岡
食
文
化
創
造
都

市
推
進
協
議
会
☎
35
‐
１
１
８
５　

▼
座
談
会
「
食
文
化
の
伝
統
と
創
造
」　

■■日
６
月
9
日
○日
午
後
２
時　

■■定
80
人　

■■内

食
文
化
の
伝
統
と
未
来
を
語
る　

■■師
佐
藤

洋
一
郎
氏
（
同
展
監
修
）
等　

■■問
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

▼
乾
物
カ
レ
ー
の
日
に
未
来
の
食
を
考
え

る　

■■日
６
月
12
日
○水
午
前
11
時　

■■定
20
人

■■内
乾
物
の
活
用
方
法
や
魅
力
を
伝
え
る
講

座　

■■師
中
野
律
氏
（
鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ

ド
）、三
浦
友
加
氏（
ミ
ウ
ラ
の
ユ
カ
レ
ー
）

■■費
２
、
0
０
０
円
（
同
展
観
覧
チ
ケ
ッ
ト

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
5
０
０
円
増
し
）

■■申
６
月
４
日
○火
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
鶴
岡
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー

ロ
ー
☎
26
‐
１
２
１
８　

▼
笹
巻
の
マ
ス
コ
ッ
ト
づ
く
り　

■■日
６
月

12
日
○水
午
後
３
時　

■■定
15
人　

■■内
フ
ェ
ル

ト
や
毛
糸
等
で
笹
巻
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り

■■費
５
０
０
円　

■■申
６
月
７
日
○金
ま
で
２
次

元
コ
ー
ド
で　

■■問
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
鶴
岡
ツ
ー

リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
☎
26
‐
１
２
１
８

▼
共
通　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■■対
同
展
観
覧
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持

ち
の
方

お
庭
を
小
さ
な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に

ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

■■日
６
月
９
日
○日
・
22
日
○土
午
前
10
時　

■■場

四
季
彩
テ
ラ
ス　

■■費
２
、
５
０
０
円

せ
か
い
の
台
所 

フ
ラ
ン
ス
料
理

〜
ピ
エ
ー
ル
さ
ん
の
台
所
〜

■■日
６
月
16
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■■定
先
着
10
人　

■■師
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ン

氏
（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）　

■■費
１
、
５
０
０

円　

■■場
・
■■申
６
月
４
日
○火
午
前
９
時
か
ら

出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

大
鳥
音
楽
祭

■■日
６
月
８
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■■場
大
鳥
自
然
の
家　

■■
出
演　

釣
果
和
正

（
バ
グ
パ
イ
プ
）、
ざ
や
え
ん
ど
う
（
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
）、
土
門
英
明
＆
Ｓ
ａ
ｓ
ｕ
ｋ

ｅ
（
ギ
タ
ー
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、
柳

亭
市
松
（
落
語
）　

■■費
大
人
…
４
、
０
０

０
円　

大
学
生
…
２
、
０
０
０
円　

高
校

生
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無

料　

■■他
HP

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
自
慢
の
料
理
が
並
び
ま
す　
　
　
　
　

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
６
月
16
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■費
１
皿
１
２
０
円
（
持
ち
帰
り
制
）

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５致

道
館
中
学
・
高
校
音
楽
部

定
期
演
奏
会

■■日
６
月
16
日
○日
午
後
５
時
30
分　

■■場
荘
銀

タ
ク
ト
鶴
岡　

■■費
5
０
０
円
（
小
学
生
以

下
無
料
）　

■■問
致
道
館
高
校
音
楽
部
顧
問

☎
22
‐
０
０
６
１

音
楽
の
夕
べ

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
６
月
16
日
○日
午
後
６
時　

■■
出
演　

it
ayoN

'eri　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０

０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　　

■■場
・

■■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■■他
HP

沖
縄
「
平
和
の
礎
」

名
前
を
読
み
上
げ
る
集
い

■■日
６
月
20
日
○木
午
後
４
時　

■■場
カ
ト
リ
ッ

ク
鶴
岡
教
会
信
徒
会
館　

■■定
20
人　

■■内

「
平
和
の
礎
」
に
刻
ま
れ
た
名
前
を
リ
レ

ー
方
式
で
読
み
上
げ　

15 広報つるおか　2024 . 6 ■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

上
先
着
15
人　

■■内
し
な
の
木
の
皮
は
ぎ
体

験
等　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■場
・
■■申
６
月

16
日
○日
ま
で
関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
☎
47

‐
２
５
０
２
へ

深
緑
の
自
然
と
歴
史
を
学
ぶ

国
史
跡
小
国
城
跡
を
訪
ね
て

■■日
６
月
23
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分
（
小
国
山
村
振
興
セ
ン
タ
ー
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本

所
発
〈
要
予
約
〉）　

■■定
先
着
30
人　

■■内
講

師
の
解
説
の
下
、
小
国
城
跡
本
丸
ま
で
登

山　

■■費
５
０
０
円　

■■申
６
月
３
日
○月
〜
14

日
○金
に
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57

‐
４
８
６
８
へ

田
川
地
区
コ
ー
ラ
ス

交
歓
演
奏
会

■■日
６
月
23
日
○日
午
後
１
時　

■■場
温
海
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー　

■■
出
演　

コ
ー
ル
カ
ト

レ
ア
、
大
山
、
フ
ル
ー
ル
、
せ
せ
ら
ぎ
、

ひ
ま
わ
り
、
シ
ャ
ン
テ
、
ポ
レ
ポ
レ
、
藤

の
花
、
コ
ー
ル
マ
リ
ー
ン　

あ
が
た
森
魚
ラ
イ
ブ

遠
州
灘
２
０
２
４

■■日
６
月
23
日
○日
午
後
４
時　

■■場
大
松
庵

■■費
３
、
５
０
０
円　

羽
黒
・
芸
術
の
森

森
の
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

■■日
６
月
29
日
○土
〜
７
月
７
日
○日
午
前
10
時

渚
の
交
番
カ
モ
ン
マ
ー
レ

開
館
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

■■日
６
月
22
日
○土
・
23
日
○日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時　

■■内
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
、
魚
の
つ
か
み
取
り
体
験
、
フ
ー
ド
シ

ョ
ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
記
念
メ
ニ
ュ
ー

販
売
等　

■■場
・
■■問
同
館
☎
35
‐

１
２
１
７　

■■他
HP

〜
酒
と
肴
と
鼠
ヶ
関
〜

イ
カ
・
マ
グ
ロ
ま
つ
り

■■日
６
月
22
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■■場
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場　

■■内
マ
グ
ロ

解
体
シ
ョ
ー
＆
振
る
舞
い
、
海
産
物
の
焼

き
物
・
汁
物
等
の
販
売
、
庄
内
の
地
酒
試

飲
コ
ー
ナ
ー
（
■■費
２
、
０
０
０
円
。
当
日

は
５
０
０
円
増
し
）、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

等　

■■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４

７
く
し
び
き
フ
ル
ー
ツ
の
食
べ
比
べ
＆ 

Ｔ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

さ
く
ら
ん
ぼ
編

■■日
６
月
22
日
○土
午
後
１
時　

■■場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■■対
小

学
生
以
上
20
人　

■■費
２
、
０
０
０
円　

■■申

６
月
11
日
○火
か
ら
櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課

☎
57
‐
２
１
１
４
ま
た
は
２
次

元
コ
ー
ド
で　

■■他
小
学
生
保
護

者
同
伴

ま
る
ご
と
体
験「
し
な
織
の
里

関
川
」し
な
の
皮
は
ぎ
体
験

■■日
６
月
23
日
○日
午
前
９
時　

■■対
高
校
生
以

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■基調講演
　「熊本地震から学ぶ～自治体と地域、市民それぞれの役割～」
　大

おおにしかずふみ

西一史氏（熊本市長）
■パネルディスカッション
　テーマ「これからの地域防災」
　　アドバイザー：大西一史氏
　　コーディネーター：皆川治（鶴岡市長）
　　パネラー：加藤勝氏（鶴岡市自主防災組織連絡協議会会長）
　　　　　　　伊藤輝子氏（鶴岡市消防団女性消防隊隊長）
　　　　　　　齋藤勝三氏（鶴岡市地域防災アドバイザー）
■■申  ６月19日○水まで本所防災安全課☎35‐1204、FAX23‐7665または
　　kikikanri@city.tsuruoka.yamagata.jpで

鶴岡市防災講演会 

オンラインでの
視聴はこちら

HPはこちら

熊本市長
大西一史 氏

　　全国各地で、地震をはじめ、台風や大雨による水害、土砂災害などが
発生しています。
　熊本地震において、災害対応や復興活動を指揮された大西一史熊本市
長をお招きした講演会を開催します。
　一緒にこれからの防災対策を考えましょう。

～山形県沖地震から５年～
６月29日○土午後３時30分

マリカ市民ホール
先着150人
（オンライン視聴可）
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大
山
犬
祭
り

■■日
６
月
5
日
○水　

■■時
・
■■内
午
前
11
時
30
分

…
行
列
（
羽
前
大
山
駅
出
発
）　

午
後
４

時
…
神み
こ
し輿
階
段
駆
け
上
が
り（
椙
尾
神
社
）　

■■問
同
祭
り
実
行
委
員
会
☎
33
‐
３
２
１
３　

■■他
お
う
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
に
よ
る
解
説
案
内
あ
り
（
■■時
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申

大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１

３
）

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

特
別
展「
和
食
〜
日
本
の
自
然
、人
々
の
知
恵
〜
」

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

▼
と
ち
も
ち
づ
く
り
体
験　

■■日
６
月
８
日

○土
・
15
日
○土
午
前
11
時
、
午
後
１
時　

■■費

５
０
０
円　

■■問
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推

進
協
議
会
☎
35
‐
１
１
８
５

▼
し
ょ
う
ゆ
の
実
づ
く
り　

■■日
６
月
９
日

○日
午
前
10
時
・
13
日
○木
午
後
３
時
・
16
日

○日
午
前
10
時
・
11
時　

■■定
各
回
15
人　

■■費

１
、
０
０
０
円　

■■申
各
日
５
日
前
ま
で
２

次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
鶴
岡
ツ

ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
☎
26
‐
１
２
１
８

▼
鶴
岡
食
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
伝
え
る
！

鶴
岡
の
食
の
魅
力　

■■日
①
６
月
９
日
○日
午

前
11
時　

②
16
日
○日
午
後
２
時　

■■内
講
座

と
試
食
提
供
（
①
鶴
岡
食
材
を
使
っ
た
ち

ゃ
ん
こ
鍋
…
遠
藤
亮
氏
〈
鶴
岡
協
立
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
〉　

②
雪
若
丸
の

チ
ャ
ー
ハ
ン
…
宮
崎
幸
也
氏
〈
東
京
第
一

ホ
テ
ル
鶴
岡
〉）　

■■問
鶴
岡
食
文
化
創
造
都

市
推
進
協
議
会
☎
35
‐
１
１
８
５　

▼
座
談
会
「
食
文
化
の
伝
統
と
創
造
」　

■■日
６
月
9
日
○日
午
後
２
時　

■■定
80
人　

■■内

食
文
化
の
伝
統
と
未
来
を
語
る　

■■師
佐
藤

洋
一
郎
氏
（
同
展
監
修
）
等　

■■問
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

▼
乾
物
カ
レ
ー
の
日
に
未
来
の
食
を
考
え

る　

■■日
６
月
12
日
○水
午
前
11
時　

■■定
20
人

■■内
乾
物
の
活
用
方
法
や
魅
力
を
伝
え
る
講

座　

■■師
中
野
律
氏
（
鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ

ド
）、三
浦
友
加
氏（
ミ
ウ
ラ
の
ユ
カ
レ
ー
）

■■費
２
、
0
０
０
円
（
同
展
観
覧
チ
ケ
ッ
ト

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
5
０
０
円
増
し
）

■■申
６
月
４
日
○火
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
鶴
岡
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー

ロ
ー
☎
26
‐
１
２
１
８　

▼
笹
巻
の
マ
ス
コ
ッ
ト
づ
く
り　

■■日
６
月

12
日
○水
午
後
３
時　

■■定
15
人　

■■内
フ
ェ
ル

ト
や
毛
糸
等
で
笹
巻
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り

■■費
５
０
０
円　

■■申
６
月
７
日
○金
ま
で
２
次

元
コ
ー
ド
で　

■■問
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
鶴
岡
ツ
ー

リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
☎
26
‐
１
２
１
８

▼
共
通　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■■対
同
展
観
覧
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持

ち
の
方

お
庭
を
小
さ
な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に

ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

■■日
６
月
９
日
○日
・
22
日
○土
午
前
10
時　

■■場

四
季
彩
テ
ラ
ス　

■■費
２
、
５
０
０
円

せ
か
い
の
台
所 

フ
ラ
ン
ス
料
理

〜
ピ
エ
ー
ル
さ
ん
の
台
所
〜

■■日
６
月
16
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■■定
先
着
10
人　

■■師
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ン

氏
（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）　

■■費
１
、
５
０
０

円　

■■場
・
■■申
６
月
４
日
○火
午
前
９
時
か
ら

出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

大
鳥
音
楽
祭

■■日
６
月
８
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■■場
大
鳥
自
然
の
家　

■■
出
演　

釣
果
和
正

（
バ
グ
パ
イ
プ
）、
ざ
や
え
ん
ど
う
（
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
）、
土
門
英
明
＆
Ｓ
ａ
ｓ
ｕ
ｋ

ｅ
（
ギ
タ
ー
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、
柳

亭
市
松
（
落
語
）　

■■費
大
人
…
４
、
０
０

０
円　

大
学
生
…
２
、
０
０
０
円　

高
校

生
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無

料　

■■他
HP

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
自
慢
の
料
理
が
並
び
ま
す　
　
　
　
　

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
６
月
16
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■費
１
皿
１
２
０
円
（
持
ち
帰
り
制
）

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５致

道
館
中
学
・
高
校
音
楽
部

定
期
演
奏
会

■■日
６
月
16
日
○日
午
後
５
時
30
分　

■■場
荘
銀

タ
ク
ト
鶴
岡　

■■費
5
０
０
円
（
小
学
生
以

下
無
料
）　

■■問
致
道
館
高
校
音
楽
部
顧
問

☎
22
‐
０
０
６
１

音
楽
の
夕
べ

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
６
月
16
日
○日
午
後
６
時　

■■
出
演　

it
ayoN

'eri　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０

０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　　

■■場
・

■■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■■他
HP

沖
縄
「
平
和
の
礎
」

名
前
を
読
み
上
げ
る
集
い

■■日
６
月
20
日
○木
午
後
４
時　

■■場
カ
ト
リ
ッ

ク
鶴
岡
教
会
信
徒
会
館　

■■定
20
人　

■■内

「
平
和
の
礎
」
に
刻
ま
れ
た
名
前
を
リ
レ

ー
方
式
で
読
み
上
げ　
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上
先
着
15
人　

■■内
し
な
の
木
の
皮
は
ぎ
体

験
等　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■場
・
■■申
６
月

16
日
○日
ま
で
関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
☎
47

‐
２
５
０
２
へ

深
緑
の
自
然
と
歴
史
を
学
ぶ

国
史
跡
小
国
城
跡
を
訪
ね
て

■■日
６
月
23
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分
（
小
国
山
村
振
興
セ
ン
タ
ー
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本

所
発
〈
要
予
約
〉）　

■■定
先
着
30
人　

■■内
講

師
の
解
説
の
下
、
小
国
城
跡
本
丸
ま
で
登

山　

■■費
５
０
０
円　

■■申
６
月
３
日
○月
〜
14

日
○金
に
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57

‐
４
８
６
８
へ

田
川
地
区
コ
ー
ラ
ス

交
歓
演
奏
会

■■日
６
月
23
日
○日
午
後
１
時　

■■場
温
海
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー　

■■
出
演　

コ
ー
ル
カ
ト

レ
ア
、
大
山
、
フ
ル
ー
ル
、
せ
せ
ら
ぎ
、

ひ
ま
わ
り
、
シ
ャ
ン
テ
、
ポ
レ
ポ
レ
、
藤

の
花
、
コ
ー
ル
マ
リ
ー
ン　

あ
が
た
森
魚
ラ
イ
ブ

遠
州
灘
２
０
２
４

■■日
６
月
23
日
○日
午
後
４
時　

■■場
大
松
庵

■■費
３
、
５
０
０
円　

羽
黒
・
芸
術
の
森

森
の
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

■■日
６
月
29
日
○土
〜
７
月
７
日
○日
午
前
10
時

渚
の
交
番
カ
モ
ン
マ
ー
レ

開
館
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

■■日
６
月
22
日
○土
・
23
日
○日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時　

■■内
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
、
魚
の
つ
か
み
取
り
体
験
、
フ
ー
ド
シ

ョ
ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
記
念
メ
ニ
ュ
ー

販
売
等　

■■場
・
■■問
同
館
☎
35
‐

１
２
１
７　

■■他
HP

〜
酒
と
肴
と
鼠
ヶ
関
〜

イ
カ
・
マ
グ
ロ
ま
つ
り

■■日
６
月
22
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■■場
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場　

■■内
マ
グ
ロ

解
体
シ
ョ
ー
＆
振
る
舞
い
、
海
産
物
の
焼

き
物
・
汁
物
等
の
販
売
、
庄
内
の
地
酒
試

飲
コ
ー
ナ
ー
（
■■費
２
、
０
０
０
円
。
当
日

は
５
０
０
円
増
し
）、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

等　

■■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４

７
く
し
び
き
フ
ル
ー
ツ
の
食
べ
比
べ
＆ 

Ｔ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

さ
く
ら
ん
ぼ
編

■■日
６
月
22
日
○土
午
後
１
時　

■■場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■■対
小

学
生
以
上
20
人　

■■費
２
、
０
０
０
円　

■■申

６
月
11
日
○火
か
ら
櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課

☎
57
‐
２
１
１
４
ま
た
は
２
次

元
コ
ー
ド
で　

■■他
小
学
生
保
護

者
同
伴

ま
る
ご
と
体
験「
し
な
織
の
里

関
川
」し
な
の
皮
は
ぎ
体
験

■■日
６
月
23
日
○日
午
前
９
時　

■■対
高
校
生
以

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■基調講演
　「熊本地震から学ぶ～自治体と地域、市民それぞれの役割～」
　大

おおにしかずふみ

西一史氏（熊本市長）
■パネルディスカッション
　テーマ「これからの地域防災」
　　アドバイザー：大西一史氏
　　コーディネーター：皆川治（鶴岡市長）
　　パネラー：加藤勝氏（鶴岡市自主防災組織連絡協議会会長）
　　　　　　　伊藤輝子氏（鶴岡市消防団女性消防隊隊長）
　　　　　　　齋藤勝三氏（鶴岡市地域防災アドバイザー）
■■申  ６月19日○水まで本所防災安全課☎35‐1204、FAX23‐7665または
　　kikikanri@city.tsuruoka.yamagata.jpで

鶴岡市防災講演会 

オンラインでの
視聴はこちら

HPはこちら

熊本市長
大西一史 氏

　　全国各地で、地震をはじめ、台風や大雨による水害、土砂災害などが
発生しています。
　熊本地震において、災害対応や復興活動を指揮された大西一史熊本市
長をお招きした講演会を開催します。
　一緒にこれからの防災対策を考えましょう。

～山形県沖地震から５年～
６月29日○土午後３時30分

マリカ市民ホール
先着150人
（オンライン視聴可）
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〜
午
後
４
時　

■■場
羽
黒
・
芸
術
の
森　

■■内

今
井
繁
三
郎
と
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
作

品
展
示
販
売　

■■問
オ
ー
ブ
ン
カ
ト
ウ
☎
64

‐
８
６
６
３

致
道
館
文
化
講
演
会

■■日
６
月
29
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■■場
荘
内

神
社
参
集
殿　

■■定
先
着
１
０
０
人　

■■内

「
稲
盛
哲
学
と
西
郷
精
神
に
学
ぶ
」
廣
嶋

育
子
氏
（
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

Ｒ
）　
　

■■他
HP

月
山
山
開
き

■■日
７
月
1
日
○月　

■■問
羽
黒
庁
舎
産
業
建
設

課
☎
26
‐
８
７
７
6　

■■他
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
午
前
５
時
〜
11
時
頃
は
県
道
月
山
公

園
線
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る

限
り
公
共
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
交
通
誘
導
員
の
設
置
や
交
通
規
制

を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

庄
内
総
合
支
庁
・
５
市
町
連
携
事
業

メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
♡
in
庄
内

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
４
時　

■■対
18
歳
〜
45

歳
の
独
身
男
女
各
12
人
（
男
性
は
庄
内
地

域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
）　　

■■内
仮
想
空
間
で
の
デ
ジ
タ
ル
婚
活
イ
ベ
ン

ト　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
６
月
１
日
○土

か
ら
HP
で　

■■問
庄
内
広
域
連
携
婚
活
事
業

実
行
委
員
会
☎
66
‐
５
４
５
７　

■■他
事
前

セ
ミ
ナ
ー
あ
り
。
参
加
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン
が

必
要つ

る
お
か
森
の
時
間

森
と
水
を
巡
る
旅

■■日
７
月
７
日
○日
午
前
８
時
10
分
〜
午
後
４

時　

■■場
山
大
農
学
部
演
習
林　

■■定
先
着
20

人　

■■内
森
林
散
策
と
水
生
生
物
観
察　

■■費

高
校
生
以
上
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■■申
６
月
18
日
○火

ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
本

所
環
境
課
☎
26
‐
０
１
３
９
へ

加
茂
水
族
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
10
周
年　
　
　
　
　
　

か
も
す
い
10
周
年
感
謝
祭

■■日
７
月
31
日
○水
午
後
１
時　

■■場
荘
銀
タ
ク

ト
鶴
岡　

■■内
さ
か
な
ク
ン
や
坂
田
明
氏
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ジ
ャ
ズ
演
奏　

■■費

高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生

以
下
、
加
茂
水
族
館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を

お
持
ち
の
方
…
無
料　

■■申
荘
銀
タ
ク
ト
鶴

岡
HP
で
（
■■日
先
行
予
約
〈
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
を
お
持
ち
の
方
〉
…
６
月
２
日
○日
〜
10

日
○月　

一
般
予
約
…
23
日
○日
〜
７
月
１
日

○月
）　

■■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐

３
０
３
６

テ
ー
マ
は「
大
御
所
時
代
の
家
康
公
」　　
　
　
　
　

家
康
公
検
定
２
０
２
４

■■日
９
月
21
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■場
荘
内

神
社
参
集
殿　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、
５

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■■申

６
月
３
日
○月
〜
７
月
12
日
○金
に

HP
で　

■■問
鶴
岡
信
用
金
庫
☎
22

‐
２
６
８
０　

■■他
受
験
記
念
品
あ
り

か
ら
だ
館
×
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　

「
か
ら
だ
館
」
の
イ
ベ
ン
ト

▼
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
画
展
示　

■■日
７
月
７
日

○日
ま
で　

■■場
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

■■内
関

連
書
籍
の
展
示
と
貸
し
出
し

▼
健
康
大
学　

■■日
６
月
15
日
○土
午
後
１
時　

■■場
か
ら
だ
館　

■■内「
覚
え
て
お
き
た
い
★

医
療
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ツ
」
佐
藤
望
氏
（
日
本
海
総
合
病
院
主
任

医
療
福
祉
相
談
員
）　

■■申
6
月
10
日
○月
ま

で▼
共
通　

■■問
同
館
☎
29
‐
０
８
０
６

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

利
用
資
格
講
習
会

■■日
６
月
5
日
○水
・
21
日
○金
、
７
月
3
日
○水

・
19
日
○金
午
後
７
時　

■■対
高
校
生
以
上
10

人　

■■費
３
１
０
円　

■■場
・
■■申
藤
島
体
育
館

☎
64
‐
２
１
４
３

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１

３
１
）　

■■日
６
月
10
日
○月
、
７
月
８
日
○月

午
後
７
時
、
８
月
３
日
○土
午
前
10
時
30
分　

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■■日
６
月
・
７
月
の
各
月
４
回
〜
５
回
午
後

２
時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■■日
６
月
13
日
○木
、
７
月
11
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■■日
６
月
18
日
○火
、
７
月
16
日

○火
午
後
２
時
30
分　

▼
共
通　

■■対
中
学
生
以
上　

■■費
３
１
０
円

■■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

県
民
の
海
ス
パ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■■日
６
月
９
日
○日
・
23
日
○日
午
前
９
時　

■■定

20
人　

■■費
５
０
０
円
（
プ
ー
ル
利
用
代
金

込
み
）　

■■場
・
■■申
ス
パ
ー
ル
☎
68
‐
５
１

２
１タ

ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

無
料
体
験
教
室

■■日
６
月
10
日
○月
午
後
２
時　

■■場
小
真
木
原

公
園　

■■対
18
歳
以
上
先
着
５
人　

■■申
６
月

7
日
○金
ま
で
鶴
岡
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会
へ　

■■他
用
具
貸
出
し
あ
り

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■■日
６
月
12
日
○水
・
26
日
○水
午
後
２
時　

■■場

荘
内
病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
病
気
や
生
活

に
つ
い
て
対
話　

■■申
各
回
前
日
ま
で
同
院

地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５
へ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■■日
６
月
14
日
○金
午
前
10
時　

■■場
総
合
保
健

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■■内
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い

て
の
ミ
ニ
講
話
（
■■師
荘
内
病
院
医
師
）、

家
族
介
護
者
同
士
の
交
流
会　

■■申
６
月
7

日
○金
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

29
‐
４
１
８
０
へ

ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会　
　
　
　
　
　
　

「
ぷ
ち
た
み
」

■■日
６
月
15
日
○土
午
前
10
時　

■■場
荘
内
病
院　
　

■■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内「
夏

に
向
け
て
の
ス
ト
ー
マ
管
理
」
梅
本
貴
子

（
同
院
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）　

■■申
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５

５
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
交
流
会　
　
　
　
　
　
　

ほ
っ
と
広
場

■■日
６
月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘
内

病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着
20

人　

■■内「
緩
和
ケ
ア
の
お
話
し
」
阿
部
美

知
子
（
同
院
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）、

「
あ
つ
み
の
昔
話
、
手
遊
び
」
あ
つ
み
昔

話
の
会　

■■申
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

正
し
い
歩
き
方
教
室
〜
た
の
し

い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
イ
フ
を
〜

■■日
・
■■場
６
月
19
日
○水
午
前
10
時
…
小
真
木

原
公
園
（
小
真
木
原
総
合
体
育
館
集
合
）　

21
日
○金
午
後
７
時
…
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ

ア
リ
ー
ナ　

■■定
各
回
先
着
30
人　

■■師
Ｊ
Ｗ

Ａ
公
認
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
員　

■■申
６
月

３
日
○月
〜
12
日
○水
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐

８
１
３
１
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

四
季
奏
で
る
町 

金
山
町 

日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ

■■日
６
月
29
日
○土
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４

時
（
小
真
木
原
公
園
集
合
） 　

■■対
市
民
先

着
15
人　

■■内
鉤
掛
森
（
金
山
町
）
で
ポ
ー

ル
ハ
イ
キ
ン
グ
、
散
策
等　

■■費
４
、
０
０

０
円
（
昼
食
代
等
）　

■■申
６
月
11
日
○火
〜

21
日
○金
に
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

六
十
里
越
街
道　
　
　
　
　
　
　

新
緑
の
街
道
歩
き

■■日
６
月
29
日
○土
午
前
８
時
〜
午
後
２
時

（
大
網
地
区
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■場
大
日
坊
↓
皇
壇
の
杉
↓
塞
ノ
神
峠
↓
七

ツ
滝
　　
■■定
先
着
15
人
（
10
人
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
）　

■■費
２
、
０
０
０
円
（
拝

観
料
等
。
別
途
昼
食
代
）　

■■申
６
月
10
日

○月
ま
で
朝
日
東
部
地
区
自
治
振
興
会
☎
54

‐
６
５
４
６
へ

国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

Ｕ
16
庄
内
２
０
２
４

　

世
界
12
か
国
の
代
表
選
手
が
鶴
岡
に
集

結
！
次
世
代
を
担
う
新
進
気
鋭
の
選
手
た

ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

■■日
６
月
29
日
○土
・
30
日
○日　

■■場
小
真
木
原

総
合
体
育
館　

■■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８

１
３
１

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

体
験
教
室
の
開
催

　　

６
月
中
に
各
教
室
で
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
無
料
体
験
も
で
き
ま
す
。

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３

み
ん
な
で
楽
し
む

ボ
ッ
チ
ャ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■■日
６
月
以
降
の
第
２
・
第
4
火
曜
日
午
後

７
時　

■■場
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■費
高
校
生
以
上
…
３
、
０
０
０
円　

中
学

生
以
下
…
１
、
０
０
０
円

庄
内
地
域
応
援
デ
ー

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
vs 

栃
木
Ｓ
Ｃ

■■日
７
月
６
日
○土
午
後
７
時　

■■場
Ｎ
Ｄ
ソ
フ

ト
ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
（
天
童
市
）　

■■費
１
、

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■■申
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■■他
HPて

く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」　　
　
　
　
　
　

信
仰
の
歴
史
を
語
る
由
良
か
ら
荒
倉
山
へ

■■日
７
月
７
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
集
合
〈
現
地
集
合
不
可
。
全
員
バ
ス

利
用
〉）　

■■場
油
戸
駐
車
場
↓
荒
倉
山
↓

由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
７
㎞
）　

■■定
50
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０

円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■■申
６
月

25
日
○火
〜
７
月
2
日
○火
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保
護

者
同
伴

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
７
月
11
日
○木
・
８
月
8
日
○木
午
前
10
時

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、
専
門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介

護
者
交
流　

■■申
７
月
４
日
○木
ま
で
本
所
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
講
演
「
認
知
症
と
い
う
病
気
」
丸

谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経
内
科
医
師
）、
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
「
認
知
症
へ
の

備
え　

鶴
岡
市
の
取
り
組
み
」　

■■申
７
月

18
日
○木
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
29
‐
４
１
８
０
へ

17
競
技
で
実
施
し
ま
す

鶴
岡
市
民
総
合
体
育
大
会

■■
主
会
期　

８
月
24
日
○土
・
25
日
○日　

■■場

小
真
木
原
総
合
体
育
館
等　

■■
実
施
競
技　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
弓
道
、
柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
ク
レ
ー

射
撃
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
水
泳
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゴ
ル
フ　

■■問

鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
24
‐
５
０
６
０

日
本
空
手
協
会
鶴
岡
中
央
支
部　
　
　
　
　
　
　

空
手
教
室
会
員
募
集

■■日
・
■■場
毎
週
月
曜
・
金
曜
日
…
鶴
岡
五
中　

水
曜
日
…
朝
暘
武
道
館
、
青
柳
空
手
道
場　

■■時
午
後
６
時
30
分　

■■対
幼
児
〜
大
人　

■■費

月
額
４
、
０
０
０
円　

■■他
無
料
体
験
可
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〜
午
後
４
時　

■■場
羽
黒
・
芸
術
の
森　

■■内

今
井
繁
三
郎
と
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
作

品
展
示
販
売　

■■問
オ
ー
ブ
ン
カ
ト
ウ
☎
64

‐
８
６
６
３

致
道
館
文
化
講
演
会

■■日
６
月
29
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■■場
荘
内

神
社
参
集
殿　

■■定
先
着
１
０
０
人　

■■内

「
稲
盛
哲
学
と
西
郷
精
神
に
学
ぶ
」
廣
嶋

育
子
氏
（
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

Ｒ
）　
　

■■他
HP

月
山
山
開
き

■■日
７
月
1
日
○月　

■■問
羽
黒
庁
舎
産
業
建
設

課
☎
26
‐
８
７
７
6　

■■他
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
午
前
５
時
〜
11
時
頃
は
県
道
月
山
公

園
線
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る

限
り
公
共
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
交
通
誘
導
員
の
設
置
や
交
通
規
制

を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

庄
内
総
合
支
庁
・
５
市
町
連
携
事
業

メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
♡
in
庄
内

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
４
時　

■■対
18
歳
〜
45

歳
の
独
身
男
女
各
12
人
（
男
性
は
庄
内
地

域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
）　　

■■内
仮
想
空
間
で
の
デ
ジ
タ
ル
婚
活
イ
ベ
ン

ト　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
６
月
１
日
○土

か
ら
HP
で　

■■問
庄
内
広
域
連
携
婚
活
事
業

実
行
委
員
会
☎
66
‐
５
４
５
７　

■■他
事
前

セ
ミ
ナ
ー
あ
り
。
参
加
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン
が

必
要つ

る
お
か
森
の
時
間

森
と
水
を
巡
る
旅

■■日
７
月
７
日
○日
午
前
８
時
10
分
〜
午
後
４

時　

■■場
山
大
農
学
部
演
習
林　

■■定
先
着
20

人　

■■内
森
林
散
策
と
水
生
生
物
観
察　

■■費

高
校
生
以
上
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■■申
６
月
18
日
○火

ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
本

所
環
境
課
☎
26
‐
０
１
３
９
へ

加
茂
水
族
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
10
周
年　
　
　
　
　
　

か
も
す
い
10
周
年
感
謝
祭

■■日
７
月
31
日
○水
午
後
１
時　

■■場
荘
銀
タ
ク

ト
鶴
岡　

■■内
さ
か
な
ク
ン
や
坂
田
明
氏
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ジ
ャ
ズ
演
奏　

■■費

高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生

以
下
、
加
茂
水
族
館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を

お
持
ち
の
方
…
無
料　

■■申
荘
銀
タ
ク
ト
鶴

岡
HP
で
（
■■日
先
行
予
約
〈
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
を
お
持
ち
の
方
〉
…
６
月
２
日
○日
〜
10

日
○月　

一
般
予
約
…
23
日
○日
〜
７
月
１
日

○月
）　

■■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐

３
０
３
６

テ
ー
マ
は「
大
御
所
時
代
の
家
康
公
」　　
　
　
　
　

家
康
公
検
定
２
０
２
４

■■日
９
月
21
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■場
荘
内

神
社
参
集
殿　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、
５

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■■申

６
月
３
日
○月
〜
７
月
12
日
○金
に

HP
で　

■■問
鶴
岡
信
用
金
庫
☎
22

‐
２
６
８
０　

■■他
受
験
記
念
品
あ
り

か
ら
だ
館
×
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　

「
か
ら
だ
館
」
の
イ
ベ
ン
ト

▼
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
画
展
示　

■■日
７
月
７
日

○日
ま
で　

■■場
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

■■内
関

連
書
籍
の
展
示
と
貸
し
出
し

▼
健
康
大
学　

■■日
６
月
15
日
○土
午
後
１
時　

■■場
か
ら
だ
館　

■■内「
覚
え
て
お
き
た
い
★

医
療
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ツ
」
佐
藤
望
氏
（
日
本
海
総
合
病
院
主
任

医
療
福
祉
相
談
員
）　

■■申
6
月
10
日
○月
ま

で▼
共
通　

■■問
同
館
☎
29
‐
０
８
０
６

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

利
用
資
格
講
習
会

■■日
６
月
5
日
○水
・
21
日
○金
、
７
月
3
日
○水

・
19
日
○金
午
後
７
時　

■■対
高
校
生
以
上
10

人　

■■費
３
１
０
円　

■■場
・
■■申
藤
島
体
育
館

☎
64
‐
２
１
４
３

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１

３
１
）　

■■日
６
月
10
日
○月
、
７
月
８
日
○月

午
後
７
時
、
８
月
３
日
○土
午
前
10
時
30
分　

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■■日
６
月
・
７
月
の
各
月
４
回
〜
５
回
午
後

２
時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■■日
６
月
13
日
○木
、
７
月
11
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■■日
６
月
18
日
○火
、
７
月
16
日

○火
午
後
２
時
30
分　

▼
共
通　

■■対
中
学
生
以
上　

■■費
３
１
０
円

■■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

県
民
の
海
ス
パ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■■日
６
月
９
日
○日
・
23
日
○日
午
前
９
時　

■■定

20
人　

■■費
５
０
０
円
（
プ
ー
ル
利
用
代
金

込
み
）　

■■場
・
■■申
ス
パ
ー
ル
☎
68
‐
５
１

２
１タ

ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

無
料
体
験
教
室

■■日
６
月
10
日
○月
午
後
２
時　

■■場
小
真
木
原

公
園　

■■対
18
歳
以
上
先
着
５
人　

■■申
６
月

7
日
○金
ま
で
鶴
岡
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会
へ　

■■他
用
具
貸
出
し
あ
り

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■■日
６
月
12
日
○水
・
26
日
○水
午
後
２
時　

■■場

荘
内
病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
病
気
や
生
活

に
つ
い
て
対
話　

■■申
各
回
前
日
ま
で
同
院

地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５
へ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■■日
６
月
14
日
○金
午
前
10
時　

■■場
総
合
保
健

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■■内
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い

て
の
ミ
ニ
講
話
（
■■師
荘
内
病
院
医
師
）、

家
族
介
護
者
同
士
の
交
流
会　

■■申
６
月
7

日
○金
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

29
‐
４
１
８
０
へ

ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会　
　
　
　
　
　
　

「
ぷ
ち
た
み
」

■■日
６
月
15
日
○土
午
前
10
時　

■■場
荘
内
病
院　
　

■■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内「
夏

に
向
け
て
の
ス
ト
ー
マ
管
理
」
梅
本
貴
子

（
同
院
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）　

■■申
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５

５
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
交
流
会　
　
　
　
　
　
　

ほ
っ
と
広
場

■■日
６
月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘
内

病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着
20

人　

■■内「
緩
和
ケ
ア
の
お
話
し
」
阿
部
美

知
子
（
同
院
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）、

「
あ
つ
み
の
昔
話
、
手
遊
び
」
あ
つ
み
昔

話
の
会　

■■申
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

正
し
い
歩
き
方
教
室
〜
た
の
し

い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
イ
フ
を
〜

■■日
・
■■場
６
月
19
日
○水
午
前
10
時
…
小
真
木

原
公
園
（
小
真
木
原
総
合
体
育
館
集
合
）　

21
日
○金
午
後
７
時
…
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ

ア
リ
ー
ナ　

■■定
各
回
先
着
30
人　

■■師
Ｊ
Ｗ

Ａ
公
認
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
員　

■■申
６
月

３
日
○月
〜
12
日
○水
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐

８
１
３
１
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

四
季
奏
で
る
町 

金
山
町 

日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ

■■日
６
月
29
日
○土
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４

時
（
小
真
木
原
公
園
集
合
） 　

■■対
市
民
先

着
15
人　

■■内
鉤
掛
森
（
金
山
町
）
で
ポ
ー

ル
ハ
イ
キ
ン
グ
、
散
策
等　

■■費
４
、
０
０

０
円
（
昼
食
代
等
）　

■■申
６
月
11
日
○火
〜

21
日
○金
に
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

六
十
里
越
街
道　
　
　
　
　
　
　

新
緑
の
街
道
歩
き

■■日
６
月
29
日
○土
午
前
８
時
〜
午
後
２
時

（
大
網
地
区
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■場
大
日
坊
↓
皇
壇
の
杉
↓
塞
ノ
神
峠
↓
七

ツ
滝
　　
■■定
先
着
15
人
（
10
人
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
）　

■■費
２
、
０
０
０
円
（
拝

観
料
等
。
別
途
昼
食
代
）　

■■申
６
月
10
日

○月
ま
で
朝
日
東
部
地
区
自
治
振
興
会
☎
54

‐
６
５
４
６
へ

国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

Ｕ
16
庄
内
２
０
２
４

　

世
界
12
か
国
の
代
表
選
手
が
鶴
岡
に
集

結
！
次
世
代
を
担
う
新
進
気
鋭
の
選
手
た

ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

■■日
６
月
29
日
○土
・
30
日
○日　

■■場
小
真
木
原

総
合
体
育
館　

■■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８

１
３
１

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

体
験
教
室
の
開
催

　　

６
月
中
に
各
教
室
で
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
無
料
体
験
も
で
き
ま
す
。

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３

み
ん
な
で
楽
し
む

ボ
ッ
チ
ャ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■■日
６
月
以
降
の
第
２
・
第
4
火
曜
日
午
後

７
時　

■■場
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■費
高
校
生
以
上
…
３
、
０
０
０
円　

中
学

生
以
下
…
１
、
０
０
０
円

庄
内
地
域
応
援
デ
ー

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
vs 

栃
木
Ｓ
Ｃ

■■日
７
月
６
日
○土
午
後
７
時　

■■場
Ｎ
Ｄ
ソ
フ

ト
ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
（
天
童
市
）　

■■費
１
、

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■■申
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■■他
HPて

く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」　　
　
　
　
　
　

信
仰
の
歴
史
を
語
る
由
良
か
ら
荒
倉
山
へ

■■日
７
月
７
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
集
合
〈
現
地
集
合
不
可
。
全
員
バ
ス

利
用
〉）　

■■場
油
戸
駐
車
場
↓
荒
倉
山
↓

由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
７
㎞
）　

■■定
50
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０

円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■■申
６
月

25
日
○火
〜
７
月
2
日
○火
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保
護

者
同
伴

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
７
月
11
日
○木
・
８
月
8
日
○木
午
前
10
時

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、
専
門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介

護
者
交
流　

■■申
７
月
４
日
○木
ま
で
本
所
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
講
演
「
認
知
症
と
い
う
病
気
」
丸

谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経
内
科
医
師
）、
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
「
認
知
症
へ
の

備
え　

鶴
岡
市
の
取
り
組
み
」　

■■申
７
月

18
日
○木
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
29
‐
４
１
８
０
へ

17
競
技
で
実
施
し
ま
す

鶴
岡
市
民
総
合
体
育
大
会

■■
主
会
期　

８
月
24
日
○土
・
25
日
○日　

■■場

小
真
木
原
総
合
体
育
館
等　

■■
実
施
競
技　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
弓
道
、
柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
ク
レ
ー

射
撃
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
水
泳
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゴ
ル
フ　

■■問

鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
24
‐
５
０
６
０

日
本
空
手
協
会
鶴
岡
中
央
支
部　
　
　
　
　
　
　

空
手
教
室
会
員
募
集

■■日
・
■■場
毎
週
月
曜
・
金
曜
日
…
鶴
岡
五
中　

水
曜
日
…
朝
暘
武
道
館
、
青
柳
空
手
道
場　

■■時
午
後
６
時
30
分　

■■対
幼
児
〜
大
人　

■■費

月
額
４
、
０
０
０
円　

■■他
無
料
体
験
可
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体
力
と
体
幹
を
楽
し
く
鍛
え
ま
せ
ん
か　
　
　
　
　
　

ロ
コ
ミ
ン
ト 

会
員
募
集

■■日
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時　

■■場
櫛
引
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■■対
65
歳
以
上
の
方　

■■費

年
間
１
、
０
０
０
円　

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■■日
６
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
７

月
3
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
の

水
曜
日
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対

市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■■持
母
子
健

康
手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に
必
要
な

も
の
（
授
乳
用
品
、
お
む
つ
等
）　

■■申
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り

▼
自
然
体
験
事
業
「
由
良
海
岸
で
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
と
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作

り
」　

■■日
６
月
8
日
○土
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
２
時
30
分　

■■場
由
良
海
岸
等　

■■対
小

学
生
先
着
15
人　

■■費
１
０
０
円　

■■申
６
月

５
日
○水
ま
で

▼
家
族
で
あ
そ
ぼ
う　

■■日
７
月
７
日
○日
午

前
10
時
30
分　

■■場
西
部
児
童
館　

■■対
幼
児

〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■■内

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
の
指
導　

■■師
伊
藤
徳

明
氏
（
整
体
／
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
サ

ロ
ン
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
×
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
代
表
）　

■■申
６
月
17
日
○月
か
ら　
　

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■■日
６
月
9
日
○日
、
７
月
13
日
○土
午
前
９
時

〜
正
午　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

▼
育
児
講
話　

■■日
６
月
20
日
○木
午
前
10
時

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
妊
婦
ま
た
は
乳
幼
児

の
保
護
者
先
着
15
人　

■■内「
絵
本
と
子
育

て
」
本
間
俊
美
氏　

■■申
６
月
14
日
○金
ま
で

市
HP
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■■日
①
６
月
25
日
○火

②
７
月
26
日
○金　

■■時
午
前
10
時　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
未
就
園
児
（
①
令
和
５
年
６

月
〜
11
月
生
ま
れ　

②
７
月
〜
12
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■■内
①
歯
の
お
話

②
赤
ち
ゃ
ん
ヨ
ガ　

■■申
①
６
月
４
日
○火
〜

18
日
○火　

②
７
月
５
日
○金
〜
19
日
○金
に
市

HP
で

▼
幼
児
期
の
自
閉
症
療
育
研
修
会　

■■日
①

７
月
６
日
○土
午
後
１
時
30
分　

②
７
日
○日

午
前
９
時
30
分　

■■場
①
に
こ
♥

ふ
る　

②

南
部
保
育
園　

■■対
①
保
護
者
・
支
援
者
・

関
心
の
あ
る
方　

②
支
援
者
40
人　

■■内
①

自
閉
症
の
障
が
い
特
性
と
特
性
に
合
わ
せ

た
支
援　

②
次
の
一
歩
を
考
え
る
目
標
設

定
、
子
ど
も
の
安
心
に
つ
な
ぐ
よ
か
支
援　

■■師
み
や
ぎ
ス
ク
エ
ア
サ
ポ
ー
ト　

■■申
６
月

５
日
○水
〜
20
日
○木
に
市
HP
で　

■■他
①
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
7
月
9
日

○火
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就

園
児
（
令
和
６
年
１
月
〜
３
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者　

■■内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ　

■■師
上
野
和
佳
氏　

■■申
６
月
18
日
○火
〜
７
月

２
日
○火
に
市
HP
で

▼
あ
そ
び
の
広
場　

■■日
７
月
19
日
○金　

■■時

①
午
前
９
時
45
分　

②
11
時　

■■場
朝
暘
武

道
館　

■■対
①
生
後
３
か
月
〜
１
歳
の
乳
児

と
そ
の
保
護
者
30
組　

②
１
歳
以
上
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
20
組　

■■内
親
子
リ
ト
ミ

ッ
ク　

■■師
佐
藤
美
由
紀
氏　

■■申
６
月
17
日

○月
〜
７
月
1
日
○月
に
市
HP
で

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

暘
光
児
童
館

こ
ど
も
用
品 

と
り
か
え
っ
こ

■■日
６
月
13
日
○木
午
前
10
時　

■■内
不
要
な
子

供
用
品
の
交
換
（
10
点
ま
で
）　

■■場
・
■■問

同
館
☎
64
‐
８
６
４
０　

■■他
交
換
品
は
６

月
６
日
○木
ま
で
同
館
に
要
持
ち
込
み

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る
　

▼
自
然
体
験
活
動
「
ス
プ
リ
ン
グ
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
in
眺
海
」　

■■日
６
月
15
日
○土
午

前
９
時
〜
午
後
３
時　

■■場
眺
海
の
森
（
酒

田
市
）　

■■対
小
学
生
先
着
12
人　

■■内
自
然

散
策
・
木
工
ク
ラ
フ
ト
等　

■■師
齋
藤
安
和

氏
（
庄
内
エ
コ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）　

■■費

３
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
６
月
５
日
○水

か
ら

▼
お
は
な
し
会　

■■日
６
月
19
日
○水
、
７
月

３
日
○水
午
前
11
時　

■■場
同
館　

■■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
虹
〞」　　

■■日
６
月
21
日
○金
午
前
10
時　

■■場
同
館　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着

12
組　

■■内
虹
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
の

写
真
撮
影
と
身
体
測
定　

■■申
６
月
１
日
○土

か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■■日
７
月
５

○金
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

（
時
間
内
で
約
30
分
）　

■■場
同
館　

■■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■■内
お
も
ち
ゃ
を
手

作
り

▼
自
然
体
験
活
動
「
サ
マ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
in
由
良
」　

■■日
７
月
６
日
○土
午
前
９

時
〜
午
後
３
時　

■■対
小
学
生
先
着
12
人

■■内
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
磯
ガ
ニ
釣
り
等　

■■師
齋
藤
勝
三
氏
（
ゆ
ら
ま
ち
っ
く
戦
略
会

議
）　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■持
昼
食
等

■■申
６
月
19
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
64
‐
１
９

０
０　

■■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

■■日
６
月
21
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■■師
公
立
保
育
園
主
任

■■場
・
■■申
６
月
３
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

西
部
・
暘
光
児
童
館
共
催
事
業

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

■■日
６
月
22
日
○土
午
前
９
時
30
分
（
西
部
児

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

子
育
て
・
子
供
向
け
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童
館
集
合
）　

■■場
朝
暘
六
小　

■■対
小
学
生

先
着
20
人　

■■申
６
月
１
日
○土
〜
13
日
○木
に

西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１
ま
た
は
暘

光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

包
丁
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ

子
ど
も
料
理
教
室

■■日
６
月
23
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
、
２
時
30
分
〜
５
時　

■■場
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
キ
ッ
チ
ン
花
蓮　

■■対
小
学
５
年
・
６
年

生
各
回
５
人　

■■師
渡
部
英
俊
氏
（
キ
ッ
チ

ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
）　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
６
月
20
日
○木
ま
で
子
ど
も
達
の
食
の
自

活
を
応
援
す
る
会
へ

鶴
岡
養
護
学
校

学
校
見
学
会

■■日
６
月
25
日
○火
午
前
９
時
30
分　

■■対
知
的

な
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
、
特
別
支
援
学
校
に
関
心
の
あ
る
教

育
機
関
・
福
祉
行
政
等
の
関
係
者　

■■内
同

校
の
教
育
概
要
の
説
明
等　

■■場
・
■■申
６
月

４
日
○火
ま
で
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

七
夕
公
開
（
子
供
向
け
）

■■日
６
月
29
日
○土
、
７
月
７
日
○日
午
前
10
時

・
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
・
３
時

■■対
小
学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着

60
人　

■■内
七
夕
の
歌
や
お
話
、
夏
の
星
座

紹
介
等　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

■■申
６
月
19
日
○水

か
ら
市
ラ
イ
ン
で　

■■場
・
■■問
中

央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０　

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

６
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■■日
６
月
29
日
○土
午
前
10
時
・
11
時　

■■対
幼

児
・
低
学
年
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
各

回
先
着
25
人　

■■内
親
子
で
は
り
ガ
ラ
ス
の

体
験
　
■■費
１
０
０
円
　
■■場
・
■■申
６
月
18
日

○火
〜
28
日
○金
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

中
央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■■日
６
月
30
日
○日
午
前
10
時
〜
正
午　

■■内
乳

幼
児
〜
小
学
生
の
衣
類
・
お
も
ち
ゃ
等
の

販
売　

■■場
・
■■問
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８　

■■他
出
店
者
募
集
（
■■定
先
着
15
人
〈
内
、
新

規
枠
３
人
〉　

■■費
２
５
０
円　

■■申
６
月
３

日
○月
〜
15
日
○土　

■■他
６
月
22
日
○土
に
説
明

会
等
あ
り
）

鶴
岡
市
地
域
子
育
て
推
進
講
演
会

■■日
７
月
６
日
○土
午
後
２
時　

■■場
先
端
研
究

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■■定
会
場
…
１
０
０

人　

オ
ン
ラ
イ
ン
…
１
０
０
人　

■■内「
自

己
肯
定
感
を
育
て
る
ま
ほ
う
の
こ
と
ば
〜

子
育
て
で
大
切
な
た
っ
た
１
つ
の
こ
と
〜
」

天
野
ひ
か
り
氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■■申
６
月
21
日
○金
ま
で　

■■問
社
会

教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
６　

■■他

市
HP山

大
農
学
部

森
の
学
校
（
全
３
回
）

■■日
７
月
７
日
○日
、
10
月
20
日
○日
、
来
年
２

月
８
日
○土
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時

（
同
学
部
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り
）　

■■場
同
学

部
演
習
林　

■■対
小
学
３
年
〜
６
年
生
30
人　

■■内
森
の
植
物
・
動
物
な
ど
の
観
察
、
植
林
、

炭
焼
き
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
等
の
体

験
学
習　

■■費
各
回
５
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
６
月
17
日
○月
ま
で
同
学
部
総
務
課
☎
24

‐
２
２
７
８
へ

子
ど
も
科
学
教
室

夏
の
昆
虫
た
ち
と
ふ
れ
あ
お
う
!

■■日
７
月
13
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■場
櫛
引

総
合
運
動
公
園
等
（
雨
天
時
は
櫛
引
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）　

■■対
小
学
生
先
着
20
人　

■■内
赤
川
河
川
敷
を
歩
い
て
昆
虫
観
察　

■■師

高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）　

■■申
６
月

13
日
○木
〜
７
月
３
日
○水
に
２
次
元
コ
ー
ド

ま
た
は
メ
ー
ル
で　

■■問
理
科
教
育
セ
ン
タ

ー
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
４　

■■他
保
護
者
同
伴

消
防
学
校
小
学
生
一
日
研
修

■■日
７
月
28
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
80
人　

■■内

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
乗
車
、
放
水
・
地
震

体
験
等　

■■費
１
、０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
12
日
○金
に
２
次
元
コ
ー

ド
で　

■■場
・
■■問
山
形
県
消
防
学

校
（
三
川
町
）
☎
66
‐
２
０
２

２
就
学
相
談
会

■■日
７
月
29
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
（
１
人
45
分
程
度
）　

■■場
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
（
マ
リ
カ
）　

■■対
令
和
７
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
子
供
の
保
護
者

■■内
子
供
の
発
達
の
様
子
・
就
学
先
に
つ
い

て
個
別
に
相
談
を
受
け
付
け　

■■申
７
月
16

日
○火
ま
で
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
４
８
６
４
へ

未
就
園
児
を
対
象
に
開
放
し
ま
す

認
定
こ
ど
も
園
を
活
用
し
た
お
遊
び
会

▼
若
葉
幼
稚
園
☎
22
‐
２
２
３
７

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
10
時
〜
11
時

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１

あ
お
ぞ
ら
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５

お
ひ
さ
ま
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■■日７月６日○土午前９時～午後３時
■■対小学６年生以下とその保護者
■■問鶴岡市スポーツ協会☎25‐8131

子供向けに無料解放します

　ＪＡ鶴岡だだちゃアリーナを屋内広場として
無料開放します！

だだちゃアリーナ
子ども遊び応援

詳しくは
市HP
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体
力
と
体
幹
を
楽
し
く
鍛
え
ま
せ
ん
か　
　
　
　
　
　

ロ
コ
ミ
ン
ト 

会
員
募
集

■■日
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時　

■■場
櫛
引
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■■対
65
歳
以
上
の
方　

■■費

年
間
１
、
０
０
０
円　

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■■日
６
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
７

月
3
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
の

水
曜
日
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対

市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■■持
母
子
健

康
手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に
必
要
な

も
の
（
授
乳
用
品
、
お
む
つ
等
）　

■■申
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り

▼
自
然
体
験
事
業
「
由
良
海
岸
で
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
と
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作

り
」　

■■日
６
月
8
日
○土
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
２
時
30
分　

■■場
由
良
海
岸
等　

■■対
小

学
生
先
着
15
人　

■■費
１
０
０
円　

■■申
６
月

５
日
○水
ま
で

▼
家
族
で
あ
そ
ぼ
う　

■■日
７
月
７
日
○日
午

前
10
時
30
分　

■■場
西
部
児
童
館　

■■対
幼
児

〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■■内

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
の
指
導　

■■師
伊
藤
徳

明
氏
（
整
体
／
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
サ

ロ
ン
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
×
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
代
表
）　

■■申
６
月
17
日
○月
か
ら　
　

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■■日
６
月
9
日
○日
、
７
月
13
日
○土
午
前
９
時

〜
正
午　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

▼
育
児
講
話　

■■日
６
月
20
日
○木
午
前
10
時

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
妊
婦
ま
た
は
乳
幼
児

の
保
護
者
先
着
15
人　

■■内「
絵
本
と
子
育

て
」
本
間
俊
美
氏　

■■申
６
月
14
日
○金
ま
で

市
HP
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■■日
①
６
月
25
日
○火

②
７
月
26
日
○金　

■■時
午
前
10
時　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
未
就
園
児
（
①
令
和
５
年
６

月
〜
11
月
生
ま
れ　

②
７
月
〜
12
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■■内
①
歯
の
お
話

②
赤
ち
ゃ
ん
ヨ
ガ　

■■申
①
６
月
４
日
○火
〜

18
日
○火　

②
７
月
５
日
○金
〜
19
日
○金
に
市

HP
で

▼
幼
児
期
の
自
閉
症
療
育
研
修
会　

■■日
①

７
月
６
日
○土
午
後
１
時
30
分　

②
７
日
○日

午
前
９
時
30
分　

■■場
①
に
こ
♥

ふ
る　

②

南
部
保
育
園　

■■対
①
保
護
者
・
支
援
者
・

関
心
の
あ
る
方　

②
支
援
者
40
人　

■■内
①

自
閉
症
の
障
が
い
特
性
と
特
性
に
合
わ
せ

た
支
援　

②
次
の
一
歩
を
考
え
る
目
標
設

定
、
子
ど
も
の
安
心
に
つ
な
ぐ
よ
か
支
援　

■■師
み
や
ぎ
ス
ク
エ
ア
サ
ポ
ー
ト　

■■申
６
月

５
日
○水
〜
20
日
○木
に
市
HP
で　

■■他
①
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
7
月
9
日

○火
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就

園
児
（
令
和
６
年
１
月
〜
３
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者　

■■内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ　

■■師
上
野
和
佳
氏　

■■申
６
月
18
日
○火
〜
７
月

２
日
○火
に
市
HP
で

▼
あ
そ
び
の
広
場　

■■日
７
月
19
日
○金　

■■時

①
午
前
９
時
45
分　

②
11
時　

■■場
朝
暘
武

道
館　

■■対
①
生
後
３
か
月
〜
１
歳
の
乳
児

と
そ
の
保
護
者
30
組　

②
１
歳
以
上
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
20
組　

■■内
親
子
リ
ト
ミ

ッ
ク　

■■師
佐
藤
美
由
紀
氏　

■■申
６
月
17
日

○月
〜
７
月
1
日
○月
に
市
HP
で

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

暘
光
児
童
館

こ
ど
も
用
品 

と
り
か
え
っ
こ

■■日
６
月
13
日
○木
午
前
10
時　

■■内
不
要
な
子

供
用
品
の
交
換
（
10
点
ま
で
）　

■■場
・
■■問

同
館
☎
64
‐
８
６
４
０　

■■他
交
換
品
は
６

月
６
日
○木
ま
で
同
館
に
要
持
ち
込
み

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る
　

▼
自
然
体
験
活
動
「
ス
プ
リ
ン
グ
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
in
眺
海
」　

■■日
６
月
15
日
○土
午

前
９
時
〜
午
後
３
時　

■■場
眺
海
の
森
（
酒

田
市
）　

■■対
小
学
生
先
着
12
人　

■■内
自
然

散
策
・
木
工
ク
ラ
フ
ト
等　

■■師
齋
藤
安
和

氏
（
庄
内
エ
コ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）　

■■費

３
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
６
月
５
日
○水

か
ら

▼
お
は
な
し
会　

■■日
６
月
19
日
○水
、
７
月

３
日
○水
午
前
11
時　

■■場
同
館　

■■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
虹
〞」　　

■■日
６
月
21
日
○金
午
前
10
時　

■■場
同
館　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着

12
組　

■■内
虹
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
の

写
真
撮
影
と
身
体
測
定　

■■申
６
月
１
日
○土

か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■■日
７
月
５

○金
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

（
時
間
内
で
約
30
分
）　

■■場
同
館　

■■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■■内
お
も
ち
ゃ
を
手

作
り

▼
自
然
体
験
活
動
「
サ
マ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
in
由
良
」　

■■日
７
月
６
日
○土
午
前
９

時
〜
午
後
３
時　

■■対
小
学
生
先
着
12
人

■■内
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
磯
ガ
ニ
釣
り
等　

■■師
齋
藤
勝
三
氏
（
ゆ
ら
ま
ち
っ
く
戦
略
会

議
）　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■持
昼
食
等

■■申
６
月
19
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
64
‐
１
９

０
０　

■■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

■■日
６
月
21
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■■師
公
立
保
育
園
主
任

■■場
・
■■申
６
月
３
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

西
部
・
暘
光
児
童
館
共
催
事
業

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

■■日
６
月
22
日
○土
午
前
９
時
30
分
（
西
部
児

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

子
育
て
・
子
供
向
け
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童
館
集
合
）　

■■場
朝
暘
六
小　

■■対
小
学
生

先
着
20
人　

■■申
６
月
１
日
○土
〜
13
日
○木
に

西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１
ま
た
は
暘

光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

包
丁
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ

子
ど
も
料
理
教
室

■■日
６
月
23
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
、
２
時
30
分
〜
５
時　

■■場
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
キ
ッ
チ
ン
花
蓮　

■■対
小
学
５
年
・
６
年

生
各
回
５
人　

■■師
渡
部
英
俊
氏
（
キ
ッ
チ

ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
）　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
６
月
20
日
○木
ま
で
子
ど
も
達
の
食
の
自

活
を
応
援
す
る
会
へ

鶴
岡
養
護
学
校

学
校
見
学
会

■■日
６
月
25
日
○火
午
前
９
時
30
分　

■■対
知
的

な
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
、
特
別
支
援
学
校
に
関
心
の
あ
る
教

育
機
関
・
福
祉
行
政
等
の
関
係
者　

■■内
同

校
の
教
育
概
要
の
説
明
等　

■■場
・
■■申
６
月

４
日
○火
ま
で
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

七
夕
公
開
（
子
供
向
け
）

■■日
６
月
29
日
○土
、
７
月
７
日
○日
午
前
10
時

・
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
・
３
時

■■対
小
学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着

60
人　

■■内
七
夕
の
歌
や
お
話
、
夏
の
星
座

紹
介
等　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

■■申
６
月
19
日
○水

か
ら
市
ラ
イ
ン
で　

■■場
・
■■問
中

央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０　

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

６
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■■日
６
月
29
日
○土
午
前
10
時
・
11
時　

■■対
幼

児
・
低
学
年
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
各

回
先
着
25
人　

■■内
親
子
で
は
り
ガ
ラ
ス
の

体
験
　
■■費
１
０
０
円
　
■■場
・
■■申
６
月
18
日

○火
〜
28
日
○金
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

中
央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■■日
６
月
30
日
○日
午
前
10
時
〜
正
午　

■■内
乳

幼
児
〜
小
学
生
の
衣
類
・
お
も
ち
ゃ
等
の

販
売　

■■場
・
■■問
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８　

■■他
出
店
者
募
集
（
■■定
先
着
15
人
〈
内
、
新

規
枠
３
人
〉　

■■費
２
５
０
円　

■■申
６
月
３

日
○月
〜
15
日
○土　

■■他
６
月
22
日
○土
に
説
明

会
等
あ
り
）

鶴
岡
市
地
域
子
育
て
推
進
講
演
会

■■日
７
月
６
日
○土
午
後
２
時　

■■場
先
端
研
究

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■■定
会
場
…
１
０
０

人　

オ
ン
ラ
イ
ン
…
１
０
０
人　

■■内「
自

己
肯
定
感
を
育
て
る
ま
ほ
う
の
こ
と
ば
〜

子
育
て
で
大
切
な
た
っ
た
１
つ
の
こ
と
〜
」

天
野
ひ
か
り
氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■■申
６
月
21
日
○金
ま
で　

■■問
社
会

教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
６　

■■他

市
HP山

大
農
学
部

森
の
学
校
（
全
３
回
）

■■日
７
月
７
日
○日
、
10
月
20
日
○日
、
来
年
２

月
８
日
○土
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時

（
同
学
部
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り
）　

■■場
同
学

部
演
習
林　

■■対
小
学
３
年
〜
６
年
生
30
人　

■■内
森
の
植
物
・
動
物
な
ど
の
観
察
、
植
林
、

炭
焼
き
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
等
の
体

験
学
習　

■■費
各
回
５
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
６
月
17
日
○月
ま
で
同
学
部
総
務
課
☎
24

‐
２
２
７
８
へ

子
ど
も
科
学
教
室

夏
の
昆
虫
た
ち
と
ふ
れ
あ
お
う
!

■■日
７
月
13
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■場
櫛
引

総
合
運
動
公
園
等
（
雨
天
時
は
櫛
引
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）　

■■対
小
学
生
先
着
20
人　

■■内
赤
川
河
川
敷
を
歩
い
て
昆
虫
観
察　

■■師

高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）　

■■申
６
月

13
日
○木
〜
７
月
３
日
○水
に
２
次
元
コ
ー
ド

ま
た
は
メ
ー
ル
で　

■■問
理
科
教
育
セ
ン
タ

ー
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
４　

■■他
保
護
者
同
伴

消
防
学
校
小
学
生
一
日
研
修

■■日
７
月
28
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
80
人　

■■内

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
乗
車
、
放
水
・
地
震

体
験
等　

■■費
１
、０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
12
日
○金
に
２
次
元
コ
ー

ド
で　

■■場
・
■■問
山
形
県
消
防
学

校
（
三
川
町
）
☎
66
‐
２
０
２

２
就
学
相
談
会

■■日
７
月
29
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
（
１
人
45
分
程
度
）　

■■場
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
（
マ
リ
カ
）　

■■対
令
和
７
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
子
供
の
保
護
者

■■内
子
供
の
発
達
の
様
子
・
就
学
先
に
つ
い

て
個
別
に
相
談
を
受
け
付
け　

■■申
７
月
16

日
○火
ま
で
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
４
８
６
４
へ

未
就
園
児
を
対
象
に
開
放
し
ま
す

認
定
こ
ど
も
園
を
活
用
し
た
お
遊
び
会

▼
若
葉
幼
稚
園
☎
22
‐
２
２
３
７

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
10
時
〜
11
時

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１

あ
お
ぞ
ら
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５

お
ひ
さ
ま
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■■日７月６日○土午前９時～午後３時
■■対小学６年生以下とその保護者
■■問鶴岡市スポーツ協会☎25‐8131

子供向けに無料解放します

　ＪＡ鶴岡だだちゃアリーナを屋内広場として
無料開放します！

だだちゃアリーナ
子ども遊び応援

詳しくは
市HP
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▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど
り
の
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
☎
22
‐
０
６
５
８　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
♪
…
午
前
10
時
〜
11

時▼
い
な
ば
幼
稚
園
☎
64
‐
２
３
１
０

り
ん
ご
く
ら
ぶ
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

▼
城
南
幼
保
園
☎
24
‐
７
１
６
４

わ
く
わ
く
♡
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
〜
11
時

▼
共
通　

■■他
月
に
１
回
〜
３
回
開
催
。
詳

し
く
は
各
園
へ

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！
〜　

■■日
６
月
の
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■内

湿
地
を
散
策
し
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
、

湿
地
の
生
き
物
に
つ
い
て
学
ぶ

▽
鶴
岡
産
の
積
み
木
で
遊
ぼ
う　

■■日
６
月

23
日
○日
午
前
10
時
30
分　

▽
湿
地
の
生
き
も
の
ぬ
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ　

■■日
６
月
23
日
○日
午
前
10
時
30
分

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト

▽
都
沢
湿
地
の
草
刈
り
集
草　

■■日
６
月
15

日
○土
午
前
９
時　

■■申
６
月
13
日
○木
ま
で

▽
ミ
ズ
ア
オ
イ
の
生
息
場
所
づ
く
り　

■■日

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

６
月
22
日
○土
午
前
９
時　

■■申
６
月
20
日
○木

ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

と
日
本
の
登
録
湿
地
の
変
遷
と
今
後
」

■■日
６
月
16
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
4040
人　

■■師
名
執
芳
博
氏
（
日
本
国
際
湿
地
保
全
連

合
相
談
役
）　

■■費
寄
附
制
（
１
人
５
０
０

円
以
上
）　

■■申
６
月
13
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
ほ
と

り
あ
周
辺
の
ト
ン
ボ
観

察
会
」　

■■日
６
月
23
日

○日
午
前
９
時　

■■定
2020
人　

■■師
上
山
剛
司
氏
（
同
館

学
芸
員
）　

■■費
寄
附
制

（
１
人
３
０
０
円
以
上
）　

■■申
６
月
20
日

○木
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

■■他
HPい

で
は
文
化
記
念
館

▼
出
羽
三
山
歴
史
講
座
「
出
羽
三
山
を
学

ぶ
」（
全
５
回
）　

■■日
６
月
〜
10
月
の
木
曜

日
午
後
1
時
30
分　

■■定
各
回
30
人　

■■内
羽

黒
山
の
歴
史
や
文
化
、
信
仰
に
つ
い
て
学

ぶ　

■■費
初
回
の
み
５
０
０
円　

■■他
内
１
回

は
実
地
研
修

▼
企
画
展
示
「
天
宥
別
当
か
ら
今
の
羽
黒

山
を
知
る
」　

■■日
６
月
22
日
○土
〜
11
月
18

日
○月　

■■内
羽
黒
山
の
「
中
興
の
祖
」
と
し

て
称
え
ら
れ
る
天
宥
別
当
の
人
生
の
足
跡

を
辿
る　

■■費
大
人
…
４
０
０
円　

学
生
…

３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
編
み
物
サ
ー
ク
ル　

■■日
６
月
４
日
〜
7

月
30
日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■■日
６
月
5
日
〜
７

月
25
日
の
毎
週
水
曜
・
木
曜
日
午
前
10
時

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
６
月
6
日
○木
・
13
日
○木
・
20
日
○木

・
27
日
○木
、
7
月
4
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
６
月
５
日
○水
・
12
日

○水
・
19
日
○水
、
７
月
３
日
○水

▼
数
独
教
室　

■■日
６
月
7
日
○金
・
14
日
○金

・
21
日
○金
・
28
日
○金

▼
太
陽
熱
で
ス
ズ
メ
蜂
退
治
（how

-to

講
座
）　

■■日
６
月
８
日
○土　

■■定
先
着
20
人　

▼
太
陽
熱
食
品
乾
燥
機
を
作
ろ
う　

■■日
６

月
22
日
○土　

■■定
先
着
10
人　

■■費
１
、
９
０

０
円
（
希
望
者
は
別
途
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

代
１
、
２
０
０
円
）　

▼
ヒ
ン
メ
リ
を
作
ろ
う　

■■日
６
月
29
日
○土　

■■定
先
着
20
人　

■■費
９
０
０
円

▼
共
通　

■■時
午
前
９
時
30
分　

■■場
・
■■申
同

館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
初
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会
と
外
来
植
物

除
去
作
業　

■■日
６
月
29
日
○土
午
前
８
時
〜

午
後
２
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■定
先

着
20
人　　

■■費
８
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申

６
月
21
日
○金
ま
で

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
１
番
上
映
会　

■■日
７
月
６
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■定
各
回
25
人　

■■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

▼
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
観
察
会　

■■日
７
月
６
日

○土
午
後
７
時
15
分

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１　

■■他
HP

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■■日
６
月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
第
１
・
第
３

土
曜
日
午
後
１
時　

■■場
中
央
公
民
館　

■■内

竹
塗
り
、
金
継
ぎ　

■■師
鈴
木
勇
氏
（
竹
塗

工
房
鈴
木
）　

■■費
月
額
２
、
０
０
０
円

「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」

一
般
公
開
講
座

■■日
①
６
月
6
日
○木　

②
７
月
１
日
○月　

■■時

午
後
１
時
30
分　

■■場
①
遊
佐
町
役
場　

②

山
大
農
学
部　

■■内
①「
動
物
生
態
を
利
用

し
た
資
源
循
環
型
農
業
」
佐
藤
智
氏（
山

大
農
学
部
准
教
授
）　

②「
食
料
・
農
業
・

農
村
の
動
向
と
施
策
」
農
林
水
産
省
情
報

分
析
室　

■■申
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５

講
座
・
講
習
会 

施
設
の
催
し 
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６
１
５

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

６
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ア
ー
ル
グ
レ
イ
シ
フ

ォ
ン
ケ
ー
キ
」　

■■日
６
月
８
日
○土
午
前
10

時　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■■日
６
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■費
２
、

５
０
０
円

▼
日
本
料
理
教
室　

■■日
６
月
22
日
○土
午
前

10
時　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ピ
ザ
作
り　

■■日
６
月
29

日
○土
午
前
10
時　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３　

■■他
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ムＳ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
市
民
公
開
講
座

鳥
獣
被
害
対
策
公
開
講
座

▼
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
被
害
対
策　

■■日
６

月
12
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■■場
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｓ
（
シ
ー
ズ
）　

■■師
鈴
木
淳
氏
（
か
さ
な

り
デ
ザ
イ
ン
）

▼【
現
地
講
座
】
地
域
に
合
わ
せ
た
鳥
獣

対
策
の
計
画
と
体
制
づ
く
り　

■■日
６
月
12

日
○水
午
後
２
時　

■■場
谷
定
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー　

■■師
鈴
木
淳
氏

▼【
座
学+

実
習
】
設
置
し
て
み
よ
う
！

電
気
柵　

■■日
７
月
５
日
○金
午
後
１
時　

■■場

シ
ー
ズ　

■■師
江
成
は
る
か
氏
（
山
大
農
学

部
客
員
准
教
授
）

▼【
現
地
講
座
】野
生
動
物
に
負
け
な
い
！

身
近
な
環
境
づ
く
り　

■■日
８
月
30
日
○金
午

後
１
時
30
分　

■■場
谷
定
構
造
改
善
セ
ン
タ

ー　

■■師
江
成
は
る
か
氏

▼
ク
マ
の
事
故
を
防
ぐ
に
は　

■■日
９
月
13

日
○金
午
後
1
時
30
分　

■■場
シ
ー
ズ　

■■師
小

野
寺
レ
イ
ナ（
市
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
員
）

▼
共
通　

■■対
鳥
獣
か
ら
集
落
を
守
り
た
い

方
各
回
先
着
30
人　

■■申
６
月
10
日
○月
ま
で

本
所
農
山
漁
村
振
興
課　

25
‐
８
７
６
３

ま
た
は
メ
ー
ル
で　

■■問
同
課
☎

35
‐
１
２
9
８　

■■他
市
HP

雑
穀
と
野
菜
の
つ
ぶ
つ
ぶ
料
理
教
室

キ
ヌ
ア
と
人
参
の
ス
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

■■日
６
月
９
日
○日
午
前
10
時
30
分
、
午
後
３

時　

■■場
料
理
教
室
ま
る
ま
ま
っ
と　

■■定
各

回
４
人　

■■師
今
野
深
雪
氏　

■■費
３
、
３
０

０
円　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー（
全
５
回
）

■■日
６
月
13
日
○木
・
20
日
○木
、
７
月
5
日
○金

・
12
日
○金
・
18
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■■定

10
人　

■■師
小
林
時
男
氏
（
庄
内
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）、
我
孫
子
勝
広
氏
（
合
資
会
社

そ
ふ
と
）　

■■場
・
■■申
同
セ
ン
タ

ー
☎
23
‐
２
２
０
０

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■■日
６
月
21
日
○金
午

前
９
時
45
分
〜
午
後
２
時
40
分
・
24
日
○月

午
後
１
時
30
分
、
７
月
30
日
○火
午
後
１
時　

■■場
に
こ
♥
ふ
る

▼
通
い
の
場
見
学
会　

■■日
６
月
25
日
○火
〜

７
月
26
日
○金
の
内
１
日
（
１
時
間
30
分
）　

■■場
市
内
の
通
い
の
場

▼
共
通　

■■対
地
域
で
自
分
の
力
を
生
か
し

た
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
方
50
人　

■■持
昼
食
（
６
月
21
日
の

み
）、
印
鑑
等　

■■申
６
月
13
日
○木
ま
で
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８

０
へ　

■■他
修
了
後
、
訪
問
介
護
や
通
い
の

場
等
、
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
可

（
鶴
岡
市
認
知
症
見
守
り
支
援

員
の
資
格
も
同
時
取
得
）

ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
り
ま
す

嚥
下
食 

調
理
実
習

■■日
６
月
23
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■定
先
着
16
人　

■■師
延
味
克
士
氏　　

■■費
３
、
０
０
０
円　

■■申
庄
内
文
化
セ
ン
タ

ー
☎
25
‐
８
５
３
３

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研

修　

■■日
６
月
26
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

■■費
６
、
０
０
０
円

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
全
２
回
）　

■■日

７
月
４
日
○木
・
５
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
40
分　

■■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
品
質
管
理
（
基
礎
）
講
座　

■■日
７
月
10

日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費
６
、
０

０
０
円

▼
現
場
管
理
の
モ
ノ
サ
シ　

■■日
７
月
12
日

○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費
６
、
０
０

０
円

▼
共
通　

■■定
20
人　

■■場
・
■■申
同

セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

▼
美
術
講
座
「
本
革
で
つ
く
る
カ
ー
ド
ケ

ー
ス
＆
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
」　

■■日
７
月
５
日

○金
・
19
日
○金
午
後
６
時
30
分　

■■師
野
村
将

太
氏
（
ア
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ー
ノ
）　

■■費
４
、

０
０
０
円　

■■場
・
■■申
６
月
４
日
○火
〜
29
日

○土
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

月
山
マ
イ
ス
タ
ー
・
月
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
連
携
事
業

月
山
に
学
び
、地
域
を
知
る
講
座（
全
３
回
）

■■日
７
月
21
日
○日
・
28
日
○日
、
8
月
3
日
○土

■■場
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
等　

■■内
月
山
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
連

続
講
座　

■■申
６
月
21
日
○金
〜
7
月
5
日
○金

に
月
山
マ
イ
ス
タ
ー
☎
０
２
３

‐
６
２
８
‐
４
５
０
６
へ　

■■他

HP
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

▼
対
面

▽
一
般
（
全
４
回
）　

■■日
８
月
27
日
○火
・

28
日
○水
、
９
月
20
日
○金
、
10
月
17
日
○木
午

後
1
時
30
分　

▽
給
油
取
扱
所　

■■日
８
月
28
日
○水
午
前
９

時
、
９
月
19
日
○木
午
後
１
時
30
分

▽
共
通　

■■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）　

■■定
１
１
０
人　

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど
り
の
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
☎
22
‐
０
６
５
８　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
♪
…
午
前
10
時
〜
11

時▼
い
な
ば
幼
稚
園
☎
64
‐
２
３
１
０

り
ん
ご
く
ら
ぶ
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

▼
城
南
幼
保
園
☎
24
‐
７
１
６
４

わ
く
わ
く
♡
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
〜
11
時

▼
共
通　

■■他
月
に
１
回
〜
３
回
開
催
。
詳

し
く
は
各
園
へ

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！
〜　

■■日
６
月
の
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■内

湿
地
を
散
策
し
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
、

湿
地
の
生
き
物
に
つ
い
て
学
ぶ

▽
鶴
岡
産
の
積
み
木
で
遊
ぼ
う　

■■日
６
月

23
日
○日
午
前
10
時
30
分　

▽
湿
地
の
生
き
も
の
ぬ
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ　

■■日
６
月
23
日
○日
午
前
10
時
30
分

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト

▽
都
沢
湿
地
の
草
刈
り
集
草　

■■日
６
月
15

日
○土
午
前
９
時　

■■申
６
月
13
日
○木
ま
で

▽
ミ
ズ
ア
オ
イ
の
生
息
場
所
づ
く
り　

■■日
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６
月
22
日
○土
午
前
９
時　

■■申
６
月
20
日
○木

ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

と
日
本
の
登
録
湿
地
の
変
遷
と
今
後
」

■■日
６
月
16
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
4040
人　

■■師
名
執
芳
博
氏
（
日
本
国
際
湿
地
保
全
連

合
相
談
役
）　

■■費
寄
附
制
（
１
人
５
０
０

円
以
上
）　

■■申
６
月
13
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
ほ
と

り
あ
周
辺
の
ト
ン
ボ
観

察
会
」　

■■日
６
月
23
日

○日
午
前
９
時　

■■定
2020
人　

■■師
上
山
剛
司
氏
（
同
館

学
芸
員
）　

■■費
寄
附
制

（
１
人
３
０
０
円
以
上
）　

■■申
６
月
20
日

○木
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

■■他
HPい

で
は
文
化
記
念
館

▼
出
羽
三
山
歴
史
講
座
「
出
羽
三
山
を
学

ぶ
」（
全
５
回
）　

■■日
６
月
〜
10
月
の
木
曜

日
午
後
1
時
30
分　

■■定
各
回
30
人　

■■内
羽

黒
山
の
歴
史
や
文
化
、
信
仰
に
つ
い
て
学

ぶ　

■■費
初
回
の
み
５
０
０
円　

■■他
内
１
回

は
実
地
研
修

▼
企
画
展
示
「
天
宥
別
当
か
ら
今
の
羽
黒

山
を
知
る
」　

■■日
６
月
22
日
○土
〜
11
月
18

日
○月　

■■内
羽
黒
山
の
「
中
興
の
祖
」
と
し

て
称
え
ら
れ
る
天
宥
別
当
の
人
生
の
足
跡

を
辿
る　

■■費
大
人
…
４
０
０
円　

学
生
…

３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
編
み
物
サ
ー
ク
ル　

■■日
６
月
４
日
〜
7

月
30
日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■■日
６
月
5
日
〜
７

月
25
日
の
毎
週
水
曜
・
木
曜
日
午
前
10
時

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
６
月
6
日
○木
・
13
日
○木
・
20
日
○木

・
27
日
○木
、
7
月
4
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
６
月
５
日
○水
・
12
日

○水
・
19
日
○水
、
７
月
３
日
○水

▼
数
独
教
室　

■■日
６
月
7
日
○金
・
14
日
○金

・
21
日
○金
・
28
日
○金

▼
太
陽
熱
で
ス
ズ
メ
蜂
退
治
（how

-to

講
座
）　

■■日
６
月
８
日
○土　

■■定
先
着
20
人　

▼
太
陽
熱
食
品
乾
燥
機
を
作
ろ
う　

■■日
６

月
22
日
○土　

■■定
先
着
10
人　

■■費
１
、
９
０

０
円
（
希
望
者
は
別
途
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

代
１
、
２
０
０
円
）　

▼
ヒ
ン
メ
リ
を
作
ろ
う　

■■日
６
月
29
日
○土　

■■定
先
着
20
人　

■■費
９
０
０
円

▼
共
通　

■■時
午
前
９
時
30
分　

■■場
・
■■申
同

館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
初
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会
と
外
来
植
物

除
去
作
業　

■■日
６
月
29
日
○土
午
前
８
時
〜

午
後
２
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■定
先

着
20
人　　

■■費
８
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申

６
月
21
日
○金
ま
で

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
１
番
上
映
会　

■■日
７
月
６
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■定
各
回
25
人　

■■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

▼
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
観
察
会　

■■日
７
月
６
日

○土
午
後
７
時
15
分

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１　

■■他
HP

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■■日
６
月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
第
１
・
第
３

土
曜
日
午
後
１
時　

■■場
中
央
公
民
館　

■■内

竹
塗
り
、
金
継
ぎ　

■■師
鈴
木
勇
氏
（
竹
塗

工
房
鈴
木
）　

■■費
月
額
２
、
０
０
０
円

「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」

一
般
公
開
講
座

■■日
①
６
月
6
日
○木　

②
７
月
１
日
○月　

■■時

午
後
１
時
30
分　

■■場
①
遊
佐
町
役
場　

②

山
大
農
学
部　

■■内
①「
動
物
生
態
を
利
用

し
た
資
源
循
環
型
農
業
」
佐
藤
智
氏（
山

大
農
学
部
准
教
授
）　

②「
食
料
・
農
業
・

農
村
の
動
向
と
施
策
」
農
林
水
産
省
情
報

分
析
室　

■■申
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５

講
座
・
講
習
会 

施
設
の
催
し 
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６
１
５

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

６
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ア
ー
ル
グ
レ
イ
シ
フ

ォ
ン
ケ
ー
キ
」　

■■日
６
月
８
日
○土
午
前
10

時　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■■日
６
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■費
２
、

５
０
０
円

▼
日
本
料
理
教
室　

■■日
６
月
22
日
○土
午
前

10
時　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ピ
ザ
作
り　

■■日
６
月
29

日
○土
午
前
10
時　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３　

■■他
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ムＳ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
市
民
公
開
講
座

鳥
獣
被
害
対
策
公
開
講
座

▼
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
被
害
対
策　

■■日
６

月
12
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■■場
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｓ
（
シ
ー
ズ
）　

■■師
鈴
木
淳
氏
（
か
さ
な

り
デ
ザ
イ
ン
）

▼【
現
地
講
座
】
地
域
に
合
わ
せ
た
鳥
獣

対
策
の
計
画
と
体
制
づ
く
り　

■■日
６
月
12

日
○水
午
後
２
時　

■■場
谷
定
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー　

■■師
鈴
木
淳
氏

▼【
座
学+

実
習
】
設
置
し
て
み
よ
う
！

電
気
柵　

■■日
７
月
５
日
○金
午
後
１
時　

■■場

シ
ー
ズ　

■■師
江
成
は
る
か
氏
（
山
大
農
学

部
客
員
准
教
授
）

▼【
現
地
講
座
】野
生
動
物
に
負
け
な
い
！

身
近
な
環
境
づ
く
り　

■■日
８
月
30
日
○金
午

後
１
時
30
分　

■■場
谷
定
構
造
改
善
セ
ン
タ

ー　

■■師
江
成
は
る
か
氏

▼
ク
マ
の
事
故
を
防
ぐ
に
は　

■■日
９
月
13

日
○金
午
後
1
時
30
分　

■■場
シ
ー
ズ　

■■師
小

野
寺
レ
イ
ナ（
市
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
員
）

▼
共
通　

■■対
鳥
獣
か
ら
集
落
を
守
り
た
い

方
各
回
先
着
30
人　

■■申
６
月
10
日
○月
ま
で

本
所
農
山
漁
村
振
興
課　

25
‐
８
７
６
３

ま
た
は
メ
ー
ル
で　

■■問
同
課
☎

35
‐
１
２
9
８　

■■他
市
HP

雑
穀
と
野
菜
の
つ
ぶ
つ
ぶ
料
理
教
室

キ
ヌ
ア
と
人
参
の
ス
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

■■日
６
月
９
日
○日
午
前
10
時
30
分
、
午
後
３

時　

■■場
料
理
教
室
ま
る
ま
ま
っ
と　

■■定
各

回
４
人　

■■師
今
野
深
雪
氏　

■■費
３
、
３
０

０
円　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー（
全
５
回
）

■■日
６
月
13
日
○木
・
20
日
○木
、
７
月
5
日
○金

・
12
日
○金
・
18
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■■定

10
人　

■■師
小
林
時
男
氏
（
庄
内
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）、
我
孫
子
勝
広
氏
（
合
資
会
社

そ
ふ
と
）　

■■場
・
■■申
同
セ
ン
タ

ー
☎
23
‐
２
２
０
０

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■■日
６
月
21
日
○金
午

前
９
時
45
分
〜
午
後
２
時
40
分
・
24
日
○月

午
後
１
時
30
分
、
７
月
30
日
○火
午
後
１
時　

■■場
に
こ
♥
ふ
る

▼
通
い
の
場
見
学
会　

■■日
６
月
25
日
○火
〜

７
月
26
日
○金
の
内
１
日
（
１
時
間
30
分
）　

■■場
市
内
の
通
い
の
場

▼
共
通　

■■対
地
域
で
自
分
の
力
を
生
か
し

た
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
方
50
人　

■■持
昼
食
（
６
月
21
日
の

み
）、
印
鑑
等　

■■申
６
月
13
日
○木
ま
で
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８

０
へ　

■■他
修
了
後
、
訪
問
介
護
や
通
い
の

場
等
、
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
可

（
鶴
岡
市
認
知
症
見
守
り
支
援

員
の
資
格
も
同
時
取
得
）

ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
り
ま
す

嚥
下
食 

調
理
実
習

■■日
６
月
23
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■定
先
着
16
人　

■■師
延
味
克
士
氏　　

■■費
３
、
０
０
０
円　

■■申
庄
内
文
化
セ
ン
タ

ー
☎
25
‐
８
５
３
３

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研

修　

■■日
６
月
26
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

■■費
６
、
０
０
０
円

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
全
２
回
）　

■■日

７
月
４
日
○木
・
５
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
40
分　

■■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
品
質
管
理
（
基
礎
）
講
座　

■■日
７
月
10

日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費
６
、
０

０
０
円

▼
現
場
管
理
の
モ
ノ
サ
シ　

■■日
７
月
12
日

○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費
６
、
０
０

０
円

▼
共
通　

■■定
20
人　

■■場
・
■■申
同

セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

▼
美
術
講
座
「
本
革
で
つ
く
る
カ
ー
ド
ケ

ー
ス
＆
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
」　

■■日
７
月
５
日

○金
・
19
日
○金
午
後
６
時
30
分　

■■師
野
村
将

太
氏
（
ア
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ー
ノ
）　

■■費
４
、

０
０
０
円　

■■場
・
■■申
６
月
４
日
○火
〜
29
日

○土
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

月
山
マ
イ
ス
タ
ー
・
月
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
連
携
事
業

月
山
に
学
び
、地
域
を
知
る
講
座（
全
３
回
）

■■日
７
月
21
日
○日
・
28
日
○日
、
8
月
3
日
○土

■■場
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
等　

■■内
月
山
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
連

続
講
座　

■■申
６
月
21
日
○金
〜
7
月
5
日
○金

に
月
山
マ
イ
ス
タ
ー
☎
０
２
３

‐
６
２
８
‐
４
５
０
６
へ　

■■他

HP
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

▼
対
面

▽
一
般
（
全
４
回
）　

■■日
８
月
27
日
○火
・

28
日
○水
、
９
月
20
日
○金
、
10
月
17
日
○木
午

後
1
時
30
分　

▽
給
油
取
扱
所　

■■日
８
月
28
日
○水
午
前
９

時
、
９
月
19
日
○木
午
後
１
時
30
分

▽
共
通　

■■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）　

■■定
１
１
０
人　

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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▼
オ
ン
ラ
イ
ン

▽
一
般
・
給
油
取
扱
所
・
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
（
全
３
回
）　

■■
受
講
期
間　

第
１

回
…
９
月
2
日
○月
〜
30
日
○月　

第
２
回
…

10
月
7
日
○月
〜
11
月
５
日
○火　

第
３
回
…

11
月
12
日
○火
〜
12
月
13
日
○金　

▼
共
通　

■■申
６
月
17
日
○月
〜
７
月
12
日
○金

に
山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
☎
０

２
３
‐
６
３
２
‐
５
７
４
４
へ　

■■他
対
象

等
詳
し
く
は
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
及
び
各
分
署
に
設
置

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①

自
衛
官

候
補
生

筆
記
・
適
性
検
査
…

７
月
19
日
○金
〜
21

日
○日
の
内
１
日

６
月
18
日

○火
〜
７
月

８
日
○月

口
述
・
身
体
検
査

…
７
月
27
日
○土

②

予
備
自
衛
官

補
（
一
般
・

技
能
）

筆
記
・
適
性
検
査
…

９
月
21
日
○土
〜
24

日
○火
の
内
１
日

６
月
1
日

○土
〜
９
月

19
日
○木

口
述
・
身
体
検
査

…
９
月
28
日
○土

③

貸
費
学
生

（
技
術
）

筆
記
・
口
述
試

験
、
身
体
検
査

…
11
月
４
日
○月

６
月
３
日

○月
〜
10
月

11
日
○金

■■
試
験
会
場　

①
②
筆
記
・
適
性
検
査
…

ウ
ェ
ブ
開
催　

口
述
・
身
体
検
査
…
神
町

駐
屯
地（
東
根
市
）　

③
仙
台
駐
屯
地
（
仙

台
市
）　

■■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

い
こ
い
の
村
公
園
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■■日
６
月
29
日
○土
〜
７
月
９
日
○火
午
前
９
時
、

午
後
３
時　

■■場
同
公
園　

■■定
各
回
30
人　

■■内
球
根
の
皮
む
き
、
根
切
り

等　

■■師
庄
内
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

倶
楽
部　

■■申
６
月
19
日
○水
ま

で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

35
‐
０
１
４
５
へ

油
戸
魚
の
森
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■■日
７
月
６
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南

側
駐
車
場
集
合
）　

■■内
植
栽
・
放
流
等

■■申
６
月
14
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ　

■■他
小
雨
決
行

鶴
岡
市
芸
術
祭

参
加
団
体
の
募
集

■■日
９
月
〜
12
月　

■■場
市
内
各
施
設　

■■対
市

内
で
活
動
す
る
芸
術
文
化
団
体　

■■申
６
月

21
日
○金
ま
で
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
☎
57

‐
２
０
０
８
へ　

■■他
HP

農
産
物
・
加
工
品 

輸
出
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
の
候
補
商
品
募
集

　

ロ
ン
ド
ン
市
内
の
小
売
店
で
試
験
販
売

及
び
市
場
調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
候
補

商
品
を
募
集
し
ま
す
。

■■
対
象
事
業
者　

市
内
に
本
社
・
支
社
・

事
業
所
・
工
場
、
そ
の
他
生
産
の
拠
点

（
加
工
場
・
畜
舎
・
圃
場
等
）
が
あ
る　

■■
対
象
商
品　

市
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ

て
い
る
も
の
、
ま
た
は
主
原
材
料
が
市
内

で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の　

■■申
６
月
28
日

○金
ま
で
申
請
書
類
を
本
所
農
政
課
☎
35
‐

１
２
９
５
へ　

■■他
商
品
選
定
は
７
月
中
旬
、

輸
出
は
10
月
中
旬
を
予
定
。
市

HP
つ
る
お
か
市
民
で
歌
う

オ
ペ
ラ
・
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

来
年
１
月
19
日
○日
に
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

で
開
催
予
定
の
同
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
歌
劇
（
３

曲
程
度
）
を
合
唱
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

■■対
本
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
高
校

生
以
上
で
、
既
定
の
練
習
日
（
８
月
か
ら

月
１
回
〜
２
回
程
度
）
に
参
加
可
能
な
方

先
着
１
５
０
人
程
度　

■■費
１
、
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■■申
同
館
に
申
込
用

紙
を
お
持
ち
に
な
る
か
HP
で

■■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８　

■■他

HP
女
性
の
た
め
の

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

■■日
６
月
４
日
○火
・
５
日
○水
午
前
10
時
〜
午

後
６
時　

■■内
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク

ハ
ラ
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
マ

タ
ハ
ラ
）、
解
雇
・
賃
金
カ
ッ
ト
、
未
払

い
、
休
暇
等
労
働
に
関
す
る
相
談　

■■
相

談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５

２　

■■問
連
合
山
形
☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐

０
５
５
５

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
・
リ
ス
タ
ー
ト
応
援
！

就
職
活
動
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

■■日
６
月
７
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■■場
勤
労

者
会
館　

■■対
県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る

お
お
む
ね
20
歳
〜
50
歳
の
女
性　

■■内
研
修

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
体
験
、
職
業

紹
介
、
職
場
定
着
ま
で
の
一
体
的
支
援
を

行
う
説
明
会　

■■申
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱
☎

０
２
３
‐
６
７
３
‐
０
５
１
５

所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■■日
６
月
８
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■■場
勤

労
者
会
館　

■■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐

１
３
１
５
ま
た
は
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ

ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■■他

予
約
可
。
市
HP

相
続
と
遺
言
に
関
す
る

講
演
会
・
相
談
会

　

４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
遺
言
や
相
続
登
記
に

つ
い
て
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■■日
６
月
30
日
○日　

■■時
講
演
会
…
午
前
10
時

〜
正
午　

相
談
会
…
午
前
10
時
〜
午
後
４

時　

■■場
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局　

■■申

６
月
17
日
○月
ま
で
同
支
局
☎
22
‐
１
０
０

募
集

相
談
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３
へや

ま
が
た
縁
結
び
た
い

結
婚
相
談
会

■■日
①
６
月
16
日
○日　

②
７
月
14
日
○日　

■■時

午
後
１
時
〜
４
時
45
分　

■■対
結
婚
を
希
望

す
る
方
及
び
そ
の
親
各
回
５
組　

■■申
①
６

月
12
日
○水
ま
で
、
②
7
月
10
日
○水
ま
で
や

ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄

内
支
所
☎
64
‐
８
８
９
５
へ

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決　
　
　
　

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

■■日
６
月
26
日
○水
、
７
月
24
日
○水
午
前
10
時
　

■■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ
ー　

■■内
新
築
・

増
改
築
・
耐
震
診
断
等　

■■問
本
所
建
築
課

☎
35
‐
１
４
２
８

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ

労
働
悩
み
ご
と
相
談
会
in
庄
内

■■日
６
月
27
日
○木
午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

■■場
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
酒
田
市
）　

■■対
県
内
事
業
所
の
労
働
者
、
事
業
主
の
方

等　

■■申
山
形
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０

２
３
‐
６
６
６
‐
７
７
８
４　

■■他
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

「
ぼ
ら
ん
た
す
」
の
催
し
・

相
談
会

▼
ら
く
や
こ
ど
も
食
堂　

■■日
6
月
４
日
○火

・
18
日
○火
、
７
月
２
日
○火
・
16
日
○火
午
後

６
時
30
分　

■■費
大
人
…
３
０
０
円　

大
学

生
以
下
…
２
０
０
円

▼
こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン　

■■日
６
月
６
日
○木

・
20
日
○木
、
７
月
４
日
○木
・
18
日
○木
午
後

１
時

▼
こ
こ
ろ
元
気
相
談
会　

■■日
６
月
13
日
○木

・
30
日
○日
、
７
月
11
日
○木
・
28
日
○日
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

▼
共
通　

■■場
楽
家　

■■問
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33

‐
８
７
３
０

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

４
機
関
合
同
説
明
会

■■日
６
月
15
日
○土
午
前
９
時　

■■場
鶴
岡
警
察

署　

■■内
鶴
岡
警
察
署
、
鶴
岡
市
消
防
本
部
、

酒
田
海
上
保
安
部
、
自
衛
隊
山
形
地
方
協

力
本
部
鶴
岡
出
張
所
の
説
明
等　

■■申
６
月

14
日
○金
ま
で
同
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

へ
藤
沢
周
平
記
念
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

■■日
６
月
18
日
○火
〜
21
日
○金　

■■問
同
館
☎
29

‐
１
８
８
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

■■日
６
月
21
日
○金
〜
23
日
○日　

■■問
同
館
☎
29

‐
０
２
６
０　

■■他
24
日
○月
は
通
常
通
り
休

館
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

山
形
交
響
楽
団
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

■■日
７
月
21
日
○日
午
後
３
時　

■■場
や
ま
ぎ
ん

県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）　

■■対
市
内
在
住

の
小
学
生
以
上
４
人　

■■申
６
月
７
日
○金
ま

で
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
７
へ　

■■他

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。
チ
ケ
ッ
ト

は
当
せ
ん
者
に
後
日
郵
送

店
舗
家
賃
・
改
装
費
・
広
告
宣
伝
費
に
助
成
し
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

■■対
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
商

売
を
始
め
る
方　

■■内
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
の
額
（
上
限
１
２
０
万
円
）

■■申
鶴
岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」

事
務
局
☎
24
‐
７
７
１
１　

■■他
HP

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■■
限
度
額　

２
、

０
０
０
万
円
（
担
保
不
要
）　

■■
種
類　

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
、
ふ
る
さ
と
奨
学

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
型
（
融
資
期
間
や
利
率
が

異
な
り
ま
す
）　

■■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７　

■■他
ロ
ー
ン
対
象

の
生
徒
・
学
生
が
卒
業
後
県
内
に
就
職
ま

た
は
就
業
し
た
場
合
の
利
子
補
給
制
度
あ

り
東
京
圏
か
ら
の
人
材
獲
得
を

支
援
し
ま
す

　

山
形
県
移
住
支
援
金
対
象
求
人
サ
イ
ト

に
企
業
情
報
や
求
人
情
報
を
無
料
で
登
録

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
圏
か
ら
移
住
し
、
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
た
企
業
等
の
求
人
に
応
募
・

就
職
し
た
方
に
、
最
大
１
０
０
万
円
の
移

住
支
援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■■対
本
店
所
在
地
が
東
京
圏
以
外
の
地
域
に

あ
る
資
本
金
10
億
円
未
満
の
県
内
中
小
企

業
等　

■■問
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１

９
１勤

労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

　

労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１
５

０
万
円
以
上
の
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お

り
生
活
資
金
等
を
融
資
し
ま
す
。

使
途
限
度
額
期
間

利
率

保
証

生活資金

生活全般

100万円

７年以内

年2.75％

固定金利とし、融資実行時の金利を返済終了時まで適用する。

日本労働者信用基金協会が保証。
保証人は原則不要とし、保証料は労働金庫の負担とする。

教育資金

授業料等

300万円

10年以内

年1.45％

福祉資金

育児・医療等

200万円

７年以内

年1.25％

自動車資金

自動車購入等

200万円

７年以内

年1.45％

■■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１

４
７

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

そ
の
他
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▼
オ
ン
ラ
イ
ン

▽
一
般
・
給
油
取
扱
所
・
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
（
全
３
回
）　

■■
受
講
期
間　

第
１

回
…
９
月
2
日
○月
〜
30
日
○月　

第
２
回
…

10
月
7
日
○月
〜
11
月
５
日
○火　

第
３
回
…

11
月
12
日
○火
〜
12
月
13
日
○金　

▼
共
通　

■■申
６
月
17
日
○月
〜
７
月
12
日
○金

に
山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
☎
０

２
３
‐
６
３
２
‐
５
７
４
４
へ　

■■他
対
象

等
詳
し
く
は
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
及
び
各
分
署
に
設
置

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①

自
衛
官

候
補
生

筆
記
・
適
性
検
査
…

７
月
19
日
○金
〜
21

日
○日
の
内
１
日

６
月
18
日

○火
〜
７
月

８
日
○月

口
述
・
身
体
検
査

…
７
月
27
日
○土

②

予
備
自
衛
官

補
（
一
般
・

技
能
）

筆
記
・
適
性
検
査
…

９
月
21
日
○土
〜
24

日
○火
の
内
１
日

６
月
1
日

○土
〜
９
月

19
日
○木

口
述
・
身
体
検
査

…
９
月
28
日
○土

③

貸
費
学
生

（
技
術
）

筆
記
・
口
述
試

験
、
身
体
検
査

…
11
月
４
日
○月

６
月
３
日

○月
〜
10
月

11
日
○金

■■
試
験
会
場　

①
②
筆
記
・
適
性
検
査
…

ウ
ェ
ブ
開
催　

口
述
・
身
体
検
査
…
神
町

駐
屯
地（
東
根
市
）　

③
仙
台
駐
屯
地
（
仙

台
市
）　

■■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

い
こ
い
の
村
公
園
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■■日
６
月
29
日
○土
〜
７
月
９
日
○火
午
前
９
時
、

午
後
３
時　

■■場
同
公
園　

■■定
各
回
30
人　

■■内
球
根
の
皮
む
き
、
根
切
り

等　

■■師
庄
内
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

倶
楽
部　

■■申
６
月
19
日
○水
ま

で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

35
‐
０
１
４
５
へ

油
戸
魚
の
森
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■■日
７
月
６
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南

側
駐
車
場
集
合
）　

■■内
植
栽
・
放
流
等

■■申
６
月
14
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ　

■■他
小
雨
決
行

鶴
岡
市
芸
術
祭

参
加
団
体
の
募
集

■■日
９
月
〜
12
月　

■■場
市
内
各
施
設　

■■対
市

内
で
活
動
す
る
芸
術
文
化
団
体　

■■申
６
月

21
日
○金
ま
で
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
☎
57

‐
２
０
０
８
へ　

■■他
HP

農
産
物
・
加
工
品 

輸
出
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
の
候
補
商
品
募
集

　

ロ
ン
ド
ン
市
内
の
小
売
店
で
試
験
販
売

及
び
市
場
調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
候
補

商
品
を
募
集
し
ま
す
。

■■
対
象
事
業
者　

市
内
に
本
社
・
支
社
・

事
業
所
・
工
場
、
そ
の
他
生
産
の
拠
点

（
加
工
場
・
畜
舎
・
圃
場
等
）
が
あ
る　

■■
対
象
商
品　

市
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ

て
い
る
も
の
、
ま
た
は
主
原
材
料
が
市
内

で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の　

■■申
６
月
28
日

○金
ま
で
申
請
書
類
を
本
所
農
政
課
☎
35
‐

１
２
９
５
へ　

■■他
商
品
選
定
は
７
月
中
旬
、

輸
出
は
10
月
中
旬
を
予
定
。
市

HP
つ
る
お
か
市
民
で
歌
う

オ
ペ
ラ
・
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

来
年
１
月
19
日
○日
に
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

で
開
催
予
定
の
同
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
歌
劇
（
３

曲
程
度
）
を
合
唱
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

■■対
本
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
高
校

生
以
上
で
、
既
定
の
練
習
日
（
８
月
か
ら

月
１
回
〜
２
回
程
度
）
に
参
加
可
能
な
方

先
着
１
５
０
人
程
度　

■■費
１
、
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■■申
同
館
に
申
込
用

紙
を
お
持
ち
に
な
る
か
HP
で

■■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８　

■■他

HP
女
性
の
た
め
の

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

■■日
６
月
４
日
○火
・
５
日
○水
午
前
10
時
〜
午

後
６
時　

■■内
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク

ハ
ラ
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
マ

タ
ハ
ラ
）、
解
雇
・
賃
金
カ
ッ
ト
、
未
払

い
、
休
暇
等
労
働
に
関
す
る
相
談　

■■
相

談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５

２　

■■問
連
合
山
形
☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐

０
５
５
５

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
・
リ
ス
タ
ー
ト
応
援
！

就
職
活
動
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

■■日
６
月
７
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■■場
勤
労

者
会
館　

■■対
県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る

お
お
む
ね
20
歳
〜
50
歳
の
女
性　

■■内
研
修

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
体
験
、
職
業

紹
介
、
職
場
定
着
ま
で
の
一
体
的
支
援
を

行
う
説
明
会　

■■申
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱
☎

０
２
３
‐
６
７
３
‐
０
５
１
５

所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■■日
６
月
８
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■■場
勤

労
者
会
館　

■■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐

１
３
１
５
ま
た
は
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ

ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■■他

予
約
可
。
市
HP

相
続
と
遺
言
に
関
す
る

講
演
会
・
相
談
会

　

４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
遺
言
や
相
続
登
記
に

つ
い
て
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■■日
６
月
30
日
○日　

■■時
講
演
会
…
午
前
10
時

〜
正
午　

相
談
会
…
午
前
10
時
〜
午
後
４

時　

■■場
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局　

■■申

６
月
17
日
○月
ま
で
同
支
局
☎
22
‐
１
０
０

募
集

相
談

23 広報つるおか　2024 . 6

３
へや

ま
が
た
縁
結
び
た
い

結
婚
相
談
会

■■日
①
６
月
16
日
○日　

②
７
月
14
日
○日　

■■時

午
後
１
時
〜
４
時
45
分　

■■対
結
婚
を
希
望

す
る
方
及
び
そ
の
親
各
回
５
組　

■■申
①
６

月
12
日
○水
ま
で
、
②
7
月
10
日
○水
ま
で
や

ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄

内
支
所
☎
64
‐
８
８
９
５
へ

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決　
　
　
　

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

■■日
６
月
26
日
○水
、
７
月
24
日
○水
午
前
10
時
　

■■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ
ー　

■■内
新
築
・

増
改
築
・
耐
震
診
断
等　

■■問
本
所
建
築
課

☎
35
‐
１
４
２
８

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ

労
働
悩
み
ご
と
相
談
会
in
庄
内

■■日
６
月
27
日
○木
午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

■■場
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
酒
田
市
）　

■■対
県
内
事
業
所
の
労
働
者
、
事
業
主
の
方

等　

■■申
山
形
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０

２
３
‐
６
６
６
‐
７
７
８
４　

■■他
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

「
ぼ
ら
ん
た
す
」
の
催
し
・

相
談
会

▼
ら
く
や
こ
ど
も
食
堂　

■■日
6
月
４
日
○火

・
18
日
○火
、
７
月
２
日
○火
・
16
日
○火
午
後

６
時
30
分　

■■費
大
人
…
３
０
０
円　

大
学

生
以
下
…
２
０
０
円

▼
こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン　

■■日
６
月
６
日
○木

・
20
日
○木
、
７
月
４
日
○木
・
18
日
○木
午
後

１
時

▼
こ
こ
ろ
元
気
相
談
会　

■■日
６
月
13
日
○木

・
30
日
○日
、
７
月
11
日
○木
・
28
日
○日
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

▼
共
通　

■■場
楽
家　

■■問
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33

‐
８
７
３
０

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

４
機
関
合
同
説
明
会

■■日
６
月
15
日
○土
午
前
９
時　

■■場
鶴
岡
警
察

署　

■■内
鶴
岡
警
察
署
、
鶴
岡
市
消
防
本
部
、

酒
田
海
上
保
安
部
、
自
衛
隊
山
形
地
方
協

力
本
部
鶴
岡
出
張
所
の
説
明
等　

■■申
６
月

14
日
○金
ま
で
同
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

へ
藤
沢
周
平
記
念
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

■■日
６
月
18
日
○火
〜
21
日
○金　

■■問
同
館
☎
29

‐
１
８
８
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

■■日
６
月
21
日
○金
〜
23
日
○日　

■■問
同
館
☎
29

‐
０
２
６
０　

■■他
24
日
○月
は
通
常
通
り
休

館
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

山
形
交
響
楽
団
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

■■日
７
月
21
日
○日
午
後
３
時　

■■場
や
ま
ぎ
ん

県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）　

■■対
市
内
在
住

の
小
学
生
以
上
４
人　

■■申
６
月
７
日
○金
ま

で
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
７
へ　

■■他

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。
チ
ケ
ッ
ト

は
当
せ
ん
者
に
後
日
郵
送

店
舗
家
賃
・
改
装
費
・
広
告
宣
伝
費
に
助
成
し
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

■■対
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
商

売
を
始
め
る
方　

■■内
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
の
額
（
上
限
１
２
０
万
円
）

■■申
鶴
岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」

事
務
局
☎
24
‐
７
７
１
１　

■■他
HP

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■■
限
度
額　

２
、

０
０
０
万
円
（
担
保
不
要
）　

■■
種
類　

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
、
ふ
る
さ
と
奨
学

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
型
（
融
資
期
間
や
利
率
が

異
な
り
ま
す
）　

■■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７　

■■他
ロ
ー
ン
対
象

の
生
徒
・
学
生
が
卒
業
後
県
内
に
就
職
ま

た
は
就
業
し
た
場
合
の
利
子
補
給
制
度
あ

り
東
京
圏
か
ら
の
人
材
獲
得
を

支
援
し
ま
す

　

山
形
県
移
住
支
援
金
対
象
求
人
サ
イ
ト

に
企
業
情
報
や
求
人
情
報
を
無
料
で
登
録

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
圏
か
ら
移
住
し
、
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
た
企
業
等
の
求
人
に
応
募
・

就
職
し
た
方
に
、
最
大
１
０
０
万
円
の
移

住
支
援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■■対
本
店
所
在
地
が
東
京
圏
以
外
の
地
域
に

あ
る
資
本
金
10
億
円
未
満
の
県
内
中
小
企

業
等　

■■問
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１

９
１勤

労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

　

労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１
５

０
万
円
以
上
の
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お

り
生
活
資
金
等
を
融
資
し
ま
す
。

使
途
限
度
額
期
間

利
率

保
証

生活資金

生活全般

100万円

７年以内

年2.75％

固定金利とし、融資実行時の金利を返済終了時まで適用する。

日本労働者信用基金協会が保証。
保証人は原則不要とし、保証料は労働金庫の負担とする。

教育資金

授業料等

300万円

10年以内

年1.45％

福祉資金

育児・医療等

200万円

７年以内

年1.25％

自動車資金

自動車購入等

200万円

７年以内

年1.45％

■■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１

４
７

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

そ
の
他
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食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
？

　

じ
め
じ
め
し
た
季
節
に
な
っ
て
き
た

の
で
、
食
中
毒
に
な
ら
な
い
か
心
配
で

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
れ

ば
予
防
で
き
ま
す
か
。

菌
を「
付
け
な
い
」「
増
や

さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」

　

気
温
や
湿
度
の
高
い
時
期
は
菌
が
増

え
や
す
い
た
め
、
食
中
毒
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
食
中
毒
予
防
の
３
原

則
、「
菌
を
付
け
な
い
」「
菌
を
増
や
さ

な
い
」「
菌
を
や
っ
つ
け
る
」
を
心
掛

け
て
、
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
菌
を
「
付
け
な
い
」
た
め
に

▽
手
を
洗
う　

調
理
や
食
事
の
前
に
石

け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
、
ト
イ
レ
や
オ

ム
ツ
交
換
の
後
な
ど
は
よ
く
洗
い
ま
し

ょ
う

▽
使
用
し
た
調
理
器
具
を
よ
く
洗
う

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の
包
丁
や
ま

QＡ

な
板
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い
、
更
に
熱
湯

を
掛
け
る
な
ど
し
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▽
井
戸
水
の
使
用
を
控
え
る　

梅
雨
の

時
期
は
、
井
戸
水
に
菌
が
混
入
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
飲
用
や
、
野
菜
・
食
器

洗
浄
用
で
の
使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

■
菌
を
「
増
や
さ
な
い
」
た
め
に

▽
低
温
で
保
存
す
る　

生
鮮
食
品
や
お

惣そ
う

菜
は
、
購
入
後
で
き
る
だ
け
早
く
冷

蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
蔵

庫
の
中
で
も
、
菌
は
ゆ
っ
く
り
増
殖
す

る
の
で
、
早
目
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
菌
を
「
や
っ
つ
け
る
」
た
め
に

▽
食
品
は
十
分
に
加
熱
す
る　

ほ
と
ん

ど
の
菌
は
加
熱
に
よ
っ
て
死
滅
し
ま
す
。

食
品
の
中
心
部
を
75
℃
で
１
分
間
以
上

し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

◎
食
中
毒
の
症
状
が
出
た
ら

　

吐
き
気
、
腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状

が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重
症
化

し
や
す
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
庄
内
保
健
所
☎
66
‐
４

９
３
４
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
方
法
は
厚
生
労
働
省
HP

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
健
康
課
（
に
こ
♥
ふ
る
）〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

初夏の共存の森散策体験●遊佐町
■■日６月19日○水午前９時　■■定10人　■■持軍手等　■■場
・■■申６月11日○火まで四季の森しらい自然館☎02
34‐72‐2069へ

鳥海山　おもしろ自然塾
湧水とびうおラーメン体験●遊佐町

■■日６月30日○日午前11時～午後１時　■■場しらい
自然館　■■対小学生以上20人　■■内湧水とほかの水
の飲み比べ、トビウオでだしを取ったラーメン
の試食、湧水デザートの振る舞い等　■■費中学生
以上…1,500円　小学生…1,300円　■■場・■■申６月
25日○火まで鳥海山おもしろ自然塾推進協議会☎
0234‐72‐2069へ

風車村イベント情報●庄内町
▶ラベンダー・ブルーベリー摘み取り体験　■■日６
月中旬～７月中旬の火曜・金曜～日曜日午前10
時～正午、午後１時～３時　■■場農林漁業体験実習
館周辺　■■費ラベンダー摘み取り…300円　ブルー
ベリー摘み取り…500円
▶ラベンダーステックつくり体験　■■日６月23日
○日午前９時30分　■■場ウインドーム立川　■■費400円
■■他キッチンカー、ツリークライミングあり
▶共通　■■問ウインドーム立川☎0234‐56‐336
1

酒田市美術館
中山みどり フェルトアート展●酒田市

■■日 7月15日○月までの午前９時～午後５時（最終
入館は午後４時30分）　■■費大人…1,000円　高校
生…500円　中学生以下…無料　■■場・■■問同館☎
0234‐31‐0095　　■■他小学生以下保護者同伴
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センターなかよし広場内☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 こども家庭センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎26‐0176
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

今月の各種相談窓口開設日　６/４～７/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 11日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 12日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 18日◯火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 27日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 20日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 28日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和６年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：117,782人
　　 （男：56,638人、女：61,144人）
　世帯数：49,545世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑ユーチューブは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　  　   ①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                        ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡を
お願いします。！

献血　６/４～７/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
６．８○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
       〃 13：30 ～16：00 　　   　  〃

20○木 13：30～15：30 山形日産自動車販売㈱美咲店
26○水   9：00 ～ 11：30 ネッツトヨタ山形㈱鶴岡店
28○金 9：30～11：30 市役所藤島庁舎
〃 13：30 ～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所

７．２○火 9：30～11：30 朝日中央コミュニティセンター
       〃 13：30 ～15：30 鶴岡警察署

３○水 9：30～11：30 ＪＡ鶴岡本所
 〃 13：30 ～15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
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？
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て
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、
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と
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れ
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予
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す
か
。

菌
を「
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」「
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や

さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」

　

気
温
や
湿
度
の
高
い
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期
は
菌
が
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や
す
い
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、
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中
毒
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ま
す
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付
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」
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」
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▽
手
を
洗
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調
理
や
食
事
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前
に
石

け
ん
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手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
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特
に
、

生
肉
・
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ツ
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換
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後
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よ
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生
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肉
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丁
や
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洗
い
、
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ど
し
て
消
毒
し
ま
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ょ
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▽
井
戸
水
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え
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水
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入
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品
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中
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痢
な
ど
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ら
、
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関
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特
に
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重
症
化

し
や
す
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
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内
保
健
所
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‐
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９
３
４
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せ
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だ
さ
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防
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労
働
省
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も
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さ
れ
て
い
ま
す
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〈
健
康
課
（
に
こ
♥
ふ
る
）〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

初夏の共存の森散策体験●遊佐町
■■日６月19日○水午前９時　■■定10人　■■持軍手等　■■場
・■■申６月11日○火まで四季の森しらい自然館☎02
34‐72‐2069へ

鳥海山　おもしろ自然塾
湧水とびうおラーメン体験●遊佐町

■■日６月30日○日午前11時～午後１時　■■場しらい
自然館　■■対小学生以上20人　■■内湧水とほかの水
の飲み比べ、トビウオでだしを取ったラーメン
の試食、湧水デザートの振る舞い等　■■費中学生
以上…1,500円　小学生…1,300円　■■場・■■申６月
25日○火まで鳥海山おもしろ自然塾推進協議会☎
0234‐72‐2069へ

風車村イベント情報●庄内町
▶ラベンダー・ブルーベリー摘み取り体験　■■日６
月中旬～７月中旬の火曜・金曜～日曜日午前10
時～正午、午後１時～３時　■■場農林漁業体験実習
館周辺　■■費ラベンダー摘み取り…300円　ブルー
ベリー摘み取り…500円
▶ラベンダーステックつくり体験　■■日６月23日
○日午前９時30分　■■場ウインドーム立川　■■費400円
■■他キッチンカー、ツリークライミングあり
▶共通　■■問ウインドーム立川☎0234‐56‐336
1

酒田市美術館
中山みどり フェルトアート展●酒田市

■■日 7月15日○月までの午前９時～午後５時（最終
入館は午後４時30分）　■■費大人…1,000円　高校
生…500円　中学生以下…無料　■■場・■■問同館☎
0234‐31‐0095　　■■他小学生以下保護者同伴
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センターなかよし広場内☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 こども家庭センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎26‐0176
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

今月の各種相談窓口開設日　６/４～７/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 11日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 12日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 18日◯火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 27日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 20日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 28日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和６年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：117,782人
　　 （男：56,638人、女：61,144人）
　世帯数：49,545世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111
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↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　  　   ①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                        ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡を
お願いします。！

献血　６/４～７/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
６．８○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
       〃 13：30 ～16：00 　　   　  〃

20○木 13：30～15：30 山形日産自動車販売㈱美咲店
26○水   9：00 ～ 11：30 ネッツトヨタ山形㈱鶴岡店
28○金 9：30～11：30 市役所藤島庁舎
〃 13：30 ～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所

７．２○火 9：30～11：30 朝日中央コミュニティセンター
       〃 13：30 ～15：30 鶴岡警察署

３○水 9：30～11：30 ＪＡ鶴岡本所
 〃 13：30 ～15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
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BLACK BOTTOM BRASS BANDBLACK BOTTOM BRASS BAND

９月７日（土）午後２時開演
荘銀タクト鶴岡 大ホール

【チケット料金】
一般1,500円　学生500円（３歳以上は学生料金）
ワッショイ★セット（一般・学生各１人）1,000円
※全席指定。
※３歳未満は保護者１人につき膝上鑑賞１人まで無料。
※車椅子で来場予定の方は購入時にお伝えください。
※障害のある方のための鑑賞サポートがあります。
【チケット販売】
●開始　６月１日（土）午前10時から先着順
●取扱い
①同館ホームページ（座席指定不可）
※チケット引換え　予約日から２週間以内に同館（クレジット
　カード不可）または代金引換で郵送（手数料600円）
②同館窓口（座席指定可）
③その他プレイガイド

ワッショイ★お祭りライブ

ライブ情報は
こちらから

８月２日（金）
≪出張！タクトのちいさな映画祭inアートフォーラム≫
【会場】鶴岡アートフォーラム
●おどろき盤ワークショップ 
【時間】午後１時
【対象】小学生以上先着10人
【参加費】500円

◆アニメーション映画上映
『ディリリとパリの時間旅行』 午後７時30分
【定員】先着40人
【前売り】一般1,000円／高校生以下500円

「映画を聴く」をテーマに、様々な作品を上映します。
アートイベント、マルシェなどが盛りだくさんの３日間！

８月３日（土）
≪不朽の名作を今ふたたび！35mmフィルムコレクション≫
　国立映画アーカイブ 令和６年度優秀映画鑑賞推進事業
『網走番外地』午前９時30分『嵐を呼ぶ男』午後０時30分
『人生劇場 飛車角と吉良常』
 午後４時30分
【会場】荘銀タクト鶴岡 大ホール
【前売り】１作品500円（高校生
　　　　 以下無料）
≪YIDFF ON SCREEN！≫
◆山形国際ドキュメンタリー映画祭の上映作品を鶴岡初上映！
『ドンキー・ホーテ』午前11時
『ブリング・ミンヨー・バック！』
午後２時30分
【会場】荘銀タクト鶴岡 小ホール
【前売り】１作品一般1,000円／高校生以下800円

８月４日（日）
≪出張！タクトのちいさな映画祭in鶴岡銀座商店街≫
●子どもワークショップ「子どもの映画工房」
　自分が登場！コマ撮りアニメーションを作ってみよう！
【時間】午後１時（まちづくり
　　　 スタジオ鶴岡Dada集合）
【対象】小学生以上先着10人
【参加費】500円

◆コマ撮りアニメーション映画
　『こま撮りえいが こまねこ』
【時間】午後３時
【会場】まちづくりスタジオ鶴岡
　　　 Dada
【定員】約30人

★チケット販売　６月１日（土）午前10時から
①荘銀タクト鶴岡窓口（現金のみ）　②山形国際ドキュメンタリー映画祭　Webショップ販売
（クレジットカード可。チケットは当日引き換え）　③その他プレイガイド
※当日券の販売あり。
●ワークショップ申込み　６月１日（土）午前10時からホームページで

イベント詳細や申込み等
詳しくは荘銀タクト鶴岡
ホームページから

©TYO/dwarf・こまねこフィルムパートナーズ

提供：山形国際ドキュメンタリー映画祭

提供：山形国際ドキュメンタリー映画祭
『嵐を呼ぶ男』

『ドンキー・ホーテ』

≪公開20周年！ジャズ、やるべ♪≫
『スウィングガールズ』①午前10時　②午後５時
★①は上映後に地元高校吹奏楽部による演奏イベントあり
【会場】荘銀タクト鶴岡 大ホール
【前売り】各回一般1,500円／大学生1,000円／高校生以下
　　　　 500円

≪喜劇王 チャールズ・チャップリンの世界≫
『モダン・タイムス』午後１時『街の灯』午後３時30分
【会場】荘銀タクト鶴岡 小ホール
【前売り】１作品一般1,000円／高校生以下800円


